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【
要
約
】
　
古
墳
時
代
に
中
国
鏡
を
模
倣
し
て
大
量
に
製
作
さ
れ
た
彷
製
鏡
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
時
間
的
位
置
づ
け
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
本
稿
で
は
、
鏡
の
文
様
の
一
番
外
側
の
部
分
に
あ
た
る
外
事
文
様
が
時
間
の
指
標
と
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
内
区
文
様
の
分
類
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
系
列
の
変
化
と
外
区
文
様
の
変
化
の
組
合
せ
を
対
照
し
て
並
製
鏡
の
編
年
を
組
立
て
た
。
そ
の
結
果
、
従
来
一
元
的
と
評
価
さ
れ
が
ち
で
あ
っ

た
彷
製
鏡
の
変
遷
を
多
数
の
系
列
の
変
化
の
平
行
と
と
ら
え
、
さ
ら
に
系
列
の
大
き
な
交
代
が
示
す
、
二
つ
の
画
期
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
変
革
は
同
時
期
に
用
い
ら
れ
た
中
圏
鏡
の
変
化
や
分
布
の
変
化
と
も
結
び
つ
き
、
鏡
の
も
つ
意
味
自
体
の
変
革
と
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。
彷
製

鏡
の
生
産
は
文
様
上
の
退
化
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
古
墳
時
代
の
終
末
に
至
る
ま
で
の
長
期
間
存
続
し
た
。
そ
れ
は
社
会
的
状
況
の
変
化
に
対
し
て
、

幅
広
く
か
つ
柔
軟
に
対
応
し
え
た
鏡
の
特
質
を
象
徴
し
て
お
り
、
日
本
の
古
代
社
会
に
お
い
て
鏡
が
盛
行
し
た
理
由
を
も
求
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
七
四
巻
六
号
　
一
九
九
一
年
　
一
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

中
国
か
ら
大
量
の
鏡
を
輸
入
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
模
倣
し
て
種
々
の
日
本
製
の
鏡
、
す
な
わ
ち
彷
倉
皇
が
製
作
さ
れ
た
こ
と
は
、
日
本
の
弥

生
・
古
墳
時
代
を
特
微
づ
け
る
風
習
で
あ
る
。
鏡
と
い
う
一
器
物
に
対
す
る
こ
の
よ
う
に
特
徴
的
な
社
会
的
対
麻
の
状
況
と
要
因
の
解
明
は
、

臼
本
の
古
代
社
会
の
特
質
を
考
え
る
重
要
な
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。

し
か
し
従
来
の
研
究
で
は
、
中
国
鏡
と
、
特
殊
な
性
質
を
も
つ
三
角
縁
神
獣
鏡
と
に
関
心
が
集
中
し
、
数
に
お
い
て
そ
れ
ら
に
数
倍
し
、
総

数
二
千
面
に
及
ぶ
と
さ
れ
る
古
墳
時
代
の
彷
製
鏡
に
関
し
て
は
本
格
的
な
検
討
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。
特
に
基
礎
と
な
る
編
年
研
究
が
十
分
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で
な
く
、
古
墳
か
ら
出
土
す
る
彷
製
鏡
の
多
く
は
、
遺
物
自
身
か
ら
年
代
的
な
位
置
づ
け
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
れ
は
彷
製
鏡
の
特
に
主
要
な
要
素
と
な
る
文
様
が
非
常
に
多
様
で
、
そ
れ
ら
を
整
理
す
る
指
標
が
見
い
だ
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
彷
製
鏡
の
分
類
自
体
に
は
、
中
国
鏡
と
の
対
比
に
お
い
て
、
は
や
く
か
ら
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
富
岡
謙
蔵
は
、
模
倣
の
対
象
と
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

た
中
国
鏡
と
の
比
較
、
鏡
式
の
設
定
を
進
め
、
そ
の
後
の
研
究
の
基
礎
を
固
め
た
。
後
藤
守
一
は
日
本
出
土
鏡
の
集
成
を
進
め
る
中
で
、
型
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

分
類
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
年
代
に
関
し
て
は
、
梅
原
末
治
が
伝
世
の
現
象
を
指
摘
す
る
ま
で
、
模
倣
の
対
象
と
な
っ
た
中
国
鏡
の
製

作
年
代
が
そ
の
ま
ま
彷
製
鏡
の
年
代
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
小
林
行
雄
は
前
期
古
墳
二
分
論
の
中
で
、
三
角
縁
神
獣
鏡
の
彷
繋
駕
が
方
格
規
矩
鏡
や
内
隠
花
文
鏡
の
彷
製
鏡
に
先
行
し
て
作
ら
れ
た
と
い

う
見
解
を
示
し
た
。
そ
れ
は
彷
胃
三
角
縁
神
獣
鏡
の
よ
う
な
忠
実
な
模
倣
品
が
最
初
に
出
現
し
、
次
に
様
々
な
鏡
式
を
組
合
せ
た
彷
製
鏡
が
生

み
出
さ
れ
、
さ
ら
に
中
国
鏡
か
ら
の
変
形
が
進
ん
で
ゆ
く
、
と
い
う
彷
製
鏡
の
変
遷
観
に
つ
い
て
も
初
め
て
論
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
近
藤
喬

⑤

一
は
こ
れ
を
受
け
継
ぎ
、
第
「
次
彷
詰
篭
（
彷
黒
磯
角
縁
神
獣
鏡
）
、
第
二
次
彷
製
鏡
（
方
格
規
矩
鏡
の
彷
製
鏡
な
ど
外
区
に
菱
立
文
を
も
つ
鏡
と
内
行
花

文
鏡
の
彷
製
鏡
）
、
第
三
次
彷
製
鏡
（
三
文
鏡
や
挨
文
鏡
等
小
型
の
彷
製
鏡
と
鈴
鏡
）
の
三
段
階
に
整
理
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
彷
製
図
の
変
遷
観
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

主
と
し
て
、
三
角
縁
神
獣
鏡
と
そ
の
語
論
鏡
の
分
析
を
軸
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
他
の
彷
製
鏡
に
つ
い
て
は
そ
れ
自
身
の
分

析
に
よ
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
並
製
鏡
の
全
体
的
な
分
類
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
樋
口
隆
康
や
小
林
三
郎
の
試
み
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
特
に
分
類
名
称
の
設
定
お
よ

び
中
国
鏡
と
の
対
応
関
係
を
重
視
し
た
も
の
で
あ
り
、
各
分
類
項
目
同
士
の
時
間
的
な
関
係
は
明
確
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
一
方
で
、
個
々
の
鏡
式
に
つ
い
て
は
細
か
い
分
析
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
福
岡
県
沖
ノ
島
遺
跡
出
土
の
彷
製
鏡
を
取
り
上
げ
、
多
様
な
彷
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

鏡
の
文
様
に
も
、
段
階
的
な
変
化
の
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
は
や
く
に
示
し
た
の
は
原
田
大
六
で
あ
ゲ
、
特
に
彷
製
方
南
規
矩
二
神
鏡
系
に
つ
い

て
、
四
神
に
起
源
す
る
獣
文
の
細
か
な
変
化
を
追
い
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
つ
の
系
列
を
示
し
、
他
の
単
位
文
様
と
比
較
し
て
型
式
設
定
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

お
こ
な
っ
た
の
は
田
中
琢
で
あ
る
。
田
中
は
ま
た
、
彷
製
鏡
の
各
系
列
間
に
認
め
ら
れ
る
単
位
文
様
の
交
換
に
着
目
し
、
系
列
間
の
時
間
的
関
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係
を
定
め
る
手
が
か
り
と
し
た
。
し
か
し
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
共
通
性
は
適
用
範
囲
が
狭
く
、
こ
れ
ら
を
結
び
付
け
て
馬
素
鏡
全
体
の
時

間
的
関
係
を
把
握
す
る
視
点
が
ま
ず
必
要
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
義
血
鏡
全
体
の
編
年
の
作
成
を
第
一
の
目
的
と
す
る
。
従
来
、
や
や
も
す
れ
ぼ
、
中
国
語
の
忠
実
な
模
倣
品
か
ら
の
退
化
、
大

型
品
か
ら
小
型
品
、
と
い
う
よ
う
に
全
体
が
一
元
的
な
変
化
を
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
以
下
に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
薫

製
鏡
の
多
様
性
に
は
明
ら
か
に
系
統
の
違
い
が
含
ま
れ
て
お
り
、
中
途
か
ら
新
た
な
模
倣
品
が
作
ら
れ
た
り
、
大
き
な
変
化
も
認
め
ら
れ
る
。

時
間
的
な
整
理
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
違
い
を
明
ら
か
に
し
、
彷
製
鏡
の
変
遷
を
跡
づ
け
る
基
礎
的
な
作
業
を
お
こ
な
う
と
同

時
に
、
そ
の
変
遷
の
中
に
古
墳
時
代
に
お
け
る
彷
製
鏡
の
特
質
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

①
冨
岡
謙
蔵
「
日
本
彷
製
古
鏡
に
つ
い
て
」
（
『
古
鏡
の
研
究
』
一
九
二
〇
年
）
三

　
四
三
－
四
一
五
頁
。

②
　
後
藤
守
一
　
罪
渓
式
鏡
睡
（
『
日
本
考
古
滋
ナ
大
系
』
第
～
巻
　
　
一
九
二
六
年
）
。

③
　
梅
原
末
治
『
讃
岐
高
松
石
清
規
出
石
塚
の
研
究
』
（
『
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
考

　
古
学
研
究
報
欝
』
第
一
二
冊
　
一
九
三
三
年
）
七
九
一
八
二
頁
。

④
　
小
林
行
雄
「
前
期
篇
墳
の
副
葬
品
に
あ
ら
わ
れ
た
文
化
の
二
相
」
（
初
出
『
京
都

　
大
学
文
学
部
五
十
周
年
記
念
論
集
』
一
九
五
六
年
　
七
二
一
ー
ヒ
四
四
頁
『
古
墳

　
時
代
の
研
究
』
一
九
六
一
年
所
収
　
一
六
一
－
一
九
〇
頁
）
。

⑤
　
近
藤
喬
一
「
鏡
」
（
小
野
虫
節
編
『
古
代
史
発
掘
』
第
六
巻
　
古
墳
と
国
家
の
成

　
立
ち
　
一
九
七
五
年
）
七
ニ
ー
七
七
頁
。

⑥
　
近
藤
喬
一
コ
ニ
角
縁
神
獣
鏡
の
彷
製
に
つ
い
て
」
（
『
考
古
学
雑
誌
』
第
五
九
巻

　
第
一
　
号
　
一
九
七
三
年
目
　
…
二
八
頁
。
小
林
行
雄
「
金
製
三
角
縁
神
獣
鏡
の
研

　
究
」
（
『
古
墳
文
化
論
考
』
…
九
七
六
年
）
三
七
九
…
四
二
九
頁
。

⑦
　
樋
口
隆
康
『
古
鏡
』
（
一
九
七
九
年
）
。
小
林
三
郎
「
古
墳
時
代
倣
製
鏡
の
鏡
式

　
に
つ
い
て
」
（
『
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
第
二
一
冊
　
一
九
八
二
年
）

　
一
一
七
九
頁
。

⑧
　
小
林
三
郎
「
振
文
鏡
と
そ
の
性
格
」
（
『
目
本
古
代
史
論
苑
』
遠
藤
元
男
先
生
頒

　
寿
記
念
論
文
集
　
一
九
八
三
年
）
四
一
三
一
四
五
八
頁
。
小
沢
洋
「
難
文
鏡
に
つ

　
い
て
」
（
『
俵
ケ
谷
古
墳
群
』
豊
津
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
発
掘
調
査
報
告
書
第
三

　
十
七
集
　
一
九
八
八
年
）
八
七
一
九
九
頁
。
蜜
田
和
気
夫
「
＝
号
墳
鵬
土
四
獣

　
鏡
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
（
三
条
市
教
育
委
員
会
『
保
内
王
王
山
古
墳
群
測
壁
・
発
掘

　
調
査
報
告
』
一
九
八
九
年
）
一
四
穴
一
一
五
三
頁
。

⑨
　
原
田
大
六
「
十
七
号
遺
跡
の
遺
物
」
（
宗
像
神
社
復
興
期
成
会
『
続
沖
ノ
島
』
一

　
九
六
一
年
）
二
八
－
一
一
三
頁
。

⑩
田
中
琢
『
鐸
剣
鏡
』
日
本
原
始
美
術
大
系
四
講
談
社
（
一
九
七
七
年
）
。
同

　
『
古
鏡
』
日
本
の
原
始
美
術
八
　
講
談
社
（
一
九
七
九
年
）
。
同
『
古
鏡
』
日
本
の

　
美
術
一
七
八
　
盃
文
堂
（
一
九
八
一
年
）
。
同
「
方
里
規
矩
四
神
八
重
黒
黒
分
類

　
試
論
」
（
『
文
化
財
論
叢
』
奈
良
團
立
文
化
財
研
究
所
創
立
三
〇
周
年
記
念
論
文
集

　
一
九
八
三
年
）
八
三
－
一
〇
四
頁
。
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二
　
編

年

　
（
1
）
編
年
の
視
点

　
彷
製
鏡
の
文
様
は
も
っ
と
も
大
き
な
面
積
を
占
め
る
内
区
の
部
分
と
、
そ
の
外

側
の
や
や
厚
く
な
っ
た
部
分
の
外
野
と
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
区
画
で
構
成
さ

れ
る
。
こ
の
内
区
文
様
こ
そ
が
鏡
の
文
様
の
中
心
で
あ
り
、
製
作
者
の
表
現
意
図

の
主
眼
と
な
る
部
分
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
古
鏡
の
研
究
者
は
ま
ず
こ
の
内
区
文

様
を
分
類
の
基
準
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
先
に
紹
介
し
た
田
中
琢
の
研
究
が
一

例
を
示
す
と
お
り
、
彷
製
鏡
は
こ
の
引
引
文
様
に
お
い
て
一
連
の
変
化
を
示
す
系

列
に
よ
っ
て
厳
密
な
分
類
が
可
能
で
あ
る
。
原
鏡
の
違
い
や
図
像
の
数
の
違
い
を

中
心
と
し
た
従
来
の
分
類
に
対
し
、
こ
う
し
て
設
定
し
た
系
列
は
、
時
間
、
製
作

老
、
ひ
い
て
は
製
作
意
図
の
ま
と
ま
り
を
強
固
に
示
す
単
位
と
し
て
扱
う
こ
と
が

で
き
る
。

　
と
こ
ろ
が
彷
製
鏡
の
内
区
文
様
は
非
常
に
多
様
で
あ
る
た
め
、
き
わ
め
て
多
く

の
系
列
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
る
う
え
、
現
在
類
似
す
る
資
料
が
見
あ
た
ら
ず
、

系
列
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
な
い
資
料
も
数
多
く
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が

っ
て
彷
製
鏡
全
体
の
編
年
を
目
的
と
す
る
場
合
、
そ
う
し
た
多
数
の
系
列
を
関
連

づ
け
、
か
つ
系
列
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
な
い
資
料
に
つ
い
て
も
、
他
と
結
び
つ
け

ら
れ
る
よ
う
な
、
別
の
基
準
が
必
要
と
な
る
。

鋸年波文

醗～藏圏～
複合鋸歯文 羽状文

難鍛畿黒
門魚文

田櫛文
　　　図1

変形矢波鋸文b種

多誉《づ曼

櫛櫛不文

　鋸　文

wwww
変形濁波鋸文a刀

鋸鋸文
古墳晦代彷製鏡の灘区文様の分類

幽鞭

櫛波文
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私
は
鏡
の
西
区
文
様
に
加
え
て
、
外
出
文
様
の
変
遷
と
組
合
せ
の
変
化
が
彷
製
鏡
の
編
年
を
組
立
て
る
上
で
重
要
と
考
え
る
。
外
区
文
様
は

変
異
の
幅
が
適
度
に
小
さ
く
、
時
間
差
と
大
き
な
系
統
差
以
外
の
違
い
を
吸
収
し
て
い
る
。
鏡
を
絵
画
に
た
と
え
る
な
ら
内
陸
文
様
に
あ
た
る

絵
の
本
体
に
つ
い
て
は
製
作
者
や
モ
デ
ル
の
違
い
に
よ
っ
て
多
様
な
作
品
が
生
み
出
さ
れ
た
の
に
思
し
、
外
区
に
あ
た
る
額
縁
に
つ
い
て
は
一

定
の
範
囲
で
画
一
性
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
検
討
の
結
果
、
外
区
文
様
に
は
、
①
複
数
の
系
列
に
お
い
て
、
内
区
文
様
の
変
化
に
と
も
な
っ

て
変
化
、
交
代
す
る
も
の
、
②
系
列
内
で
変
化
、
交
代
し
た
も
の
が
、
他
の
系
列
に
引
き
継
が
れ
る
も
の
、
③
型
式
学
的
な
推
移
と
し
て
説
明

で
き
る
変
化
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
ら
は
時
間
の
変
化
の
反
映
と
し
て
、
多
様
な
三
塁
鏡
全
体
の
変
遷
を
ま
と
め
る
指
標
と
な
る
と

考
え
る
。
な
お
②
や
③
に
関
し
て
は
文
様
構
成
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
複
数
の
単
位
文
様
で
構
成
さ
れ
る
外
区
文
様
に
つ
い
て
は
、
鋸
歯
文
↓

鋸
、
波
文
↓
波
、
櫛
歯
文
↓
櫛
の
よ
う
な
略
号
を
使
い
、
鏡
の
縁
部
か
ら
順
に
、
鋸
歯
文
＋
誓
文
＋
鋸
歯
文
↓
鋸
波
鋸
文
の
よ
う
に
呼
び
換
え

た
名
称
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
（
図
｝
）
。

右墳時代彷製鏡の変遷とその特質（森下）

　
（
2
）
系
列
の
設
定

　
同
一
の
文
様
を
祖
忌
と
し
、
変
化
の
方
向
に
つ
な
が
り
を
も
つ
明
ら
か
に
同
系
列
と
な
し
う
る
も
の
を
次
頁
表
一
の
よ
う
な
二
十
七
の
系
列

　
　
　
　
　
　
①

と
し
て
抽
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
外
藩
文
様
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
管
区
文
様
を
も
つ
彷
製
鏡
を
も
関
連
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
考
え
る
。
表
一
で
は
各
系
列
内
で
の
型
式
分
類
、
そ
れ
と
外
区
文
様
と
の
対
応
関
係
を
示
し
て
い
る
。
な
お
従
来
の
分
類
で
は
あ
ま
り
考

慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
点
で
あ
る
が
、
同
じ
中
国
鏡
の
鏡
式
を
模
倣
し
た
も
の
で
も
、
表
現
の
特
徴
、
変
化
の
方
向
な
ど
の
点
に
お
い
て
、
明

ら
か
に
異
な
る
系
列
と
し
て
区
別
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
あ
る
い
は
別
の
時
期
、
別
の
製
作
者
に
属
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

こ
こ
で
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
大
文
字
を
用
い
て
そ
れ
を
区
別
し
た
。
ま
た
一
つ
の
系
列
か
ら
派
生
し
た
系
列
、
あ
る
い
は
互
い
に
強
く
関
連

し
、
平
行
し
て
存
在
し
た
系
列
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
小
文
字
を
用
い
て
区
別
し
た
。

5　（777）



型式　分　類 外連文様陣

1
2
3
4
1
2
3

a
a
a
a
b
b
b

3つの図像が揃って表されているもの。

獣毛状表現が略されたもの。

巨を街む獣像が渦巻状の表現と化すか，あるいは省略。

神触の長い方の胴が分離して表されるようになったもの。

短い胴をもたない点以外はa1とほぼ同じ図像をもつもの。

巨を街む獣像を賓略したもの。

獣毛表現を省略したもの。

1対置式の構図を守り，神像の脇には獣二二表現をもつもの。

2　三神三獣式になり，獣座表現が省略されたもの。

1主神を鋏んで両脇に二二がある。

2脇侍が縮小，消失したもの。

1
2
n
δ
4
【
D
6

田中琢分類JA・JBl・直模式
JBll式
JDI式
∫D皿式

J互式

JF式

菱雲を2　突鋸鋸

菱雲2　鋸波鋸　獣脚
斜縁鋸波鋸

斜闇闇波鋸

菱雲2　蕨手
菱雲2－0複合鋸
複合鋸　斜縁鋸波鋸

菱雲3－2　斜縁鋸波鋸

菱雲2　斜縁鋸波鋸

斜縁鋸波鋸　菱雲2

斜懸鋸波鋸　菱雲2

菱雲4－3獣
菱雲4
菱雲3－2　獣　鳥

菱雲3－2　突鋸鋸　波鋸

照臨鋸

突鋸鋸

1
2

一
一2
2
2－3

2－4

2－5

2－6

1
2

「

一
n
δ
3
3－3

3－4

3－5

陛雲・突鋸鋸 1　3一，

1獣毛文が立体的に蓑されたもの。

2獣毛文が小さく偏平なもの。
羽　複合鋸菱雲変
複合鋸　素

1羅文が太く立体的なもの。　　　　　　　　　　　　　　　羽　複合鋸

2数本の平行線を束ねただけの細い俵文を主文とするもの。　鋸素

1羽が長く大きなもの。4乳のものが多い。
2羽が短く簡略化した表現のもの。5乳のものが多い。

突鋸鋸
鋸

1虜飾りが大きく，1G本近い線で表現されているもの。

2房飾りが小さく，5本程度の線で表現されているもの。
墨壷鋸素
鋸

1三R月形が大きく節もはっきりして，獣状にみえるもの。　突鋸鋸
2三日月が小形化するが，節ははっきりしているもの。　　　鋸素

1獣像の後脚が明確に表現されているもの。

Q後脚が省略されたもの。
突鋸鋸鋸波鋸
ﾋ鋸鋸

1　胴部の縮小表現をつけたもの。

Q頭部脇の翼手状の表現を残すもの。

R翼網状表現も失ったもの。

突鋸鋸

ﾋ鋸鋸複合鋸

1頭部が正面形と縦向きの2種類の二二が表されたもの。
Q正面形の獣像一種類となったもの。

重圏二二鋸

ﾋ鋸鋸
素

建

1八花文で雲雷文と四葉座をもつもの。

2七，六花文で多くが雲雷文を欠くもの。
3五花文で雲雷文，四葉座を欠くもの。

素

素　鋸　突鋸鋸

素鋸

1
2

一
　
「4
44－3

4－4

5－2

5－1

5－3

5－4

6－5

6－6

7
■
8

【
　
｝

ハ
0
ρ
0
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古墳時代彷製鏡の変遷とその特質（森下）

表1　古墳時代彷製鏡の系列

系　列　名 内　　区　　文　　様 原 鏡

単頭双胴神鏡系

対置式神獣鏡系

腸曲神獣鏡A系

二三規矩四神山系

短い胴と乳に巻きつく長い胴の2種類の胴部をもった

神像，巨を街みS字形の胴をもつ獣像，外周をめぐる’
獣毛状の表現の3つの図像の組合せで内区を構成。長

い方の胴のみをもつ神像を用いたものをb系として区
励する。

6乳で区画したうち，紺向する2つの区画に神像を置
き，それを望む区画に獣像が対置する。この配置が乱
れて，三神三二式となる。

4乳で区画した中に，衣の裾の膨らんだ神像が2体，

S字形の二二が2体，交互に配される。神像の両脇に
脇侍がつく。

方格とT字形，L字形，　V字形文様で区切られた間に，

四神に起源する獣像を線表現で表す。四神の中でも特

に，後ろを振り向いた白虎の像を取り罰し連ねるよう

になる。田中琢分類の∫C式は，傍系列として区別す
る。

環状乳神獣鏡

同量式神獣鏡

盤竜鏡

以上3鏡式の合成

対置式神獣鏡と斜

縁神獣鏡の合成

斜縁二神二目暁

方格規矩四神鏡

座本規矩鳥文鏡系 旨部LV燗・細繊現・鳥を・羽おく・ 睡規鵬嬢
獣毛文鏡系

俵文鏡系

羽文鏡系

房文鏡系

三日月文鏡立

曲師四獣鏡系

神頭鏡系

斜縁四獣鏡A系

内行花文鏡A系

内行花文鏡B系

内妻花文鏡C系

口頭双胴神鏡系の獣毛文とほぼ同じものを連ねる。樋

口隆康分類1型。

平行線を束ねたふくらみを縦線でくくるもの。樋口分
類ll型。

旋回する鳥の羽状の表現を乳の聞に巡らす。樋口分類

V型。

獣像の後部に似た房飾りを乳の間に連ねる。樋口分類

皿・N型。

節の入った三N月形のふくらみを連ねるもの。樋口分
類皿・rv「型。

鳥頭のように尖った口先をもつ獣像を4乳の間に配す
る。

神像の頭部のみを胴と切り離して，6乳あるいは4乳
の間に各1個置く。

正面を向いた獣像と，縦向きの頭部をもつ獣像が2体
ずつ配される。

径20cmを越える大型品で，九や七などの変則的な花
文数のものが多い。

径はlecrn以上で，花文間には重弧文や獣文をいれ，
雲雷文と花文の位置が逆転した特異な文様構成。

径が16cm～8cm前後の中型本で，花文間には結紐文，
3つの珠文，珠文充墳などがある。

単頭双胴神鏡系

単頭双胴神鏡系

単頭双胴神鏡系

上方咄銘血肉彫獣

帯鏡

単頭双胴神鏡系

斜縁四獣鏡

唐行花文鏡

内四花文鏡

内罐花文鏡
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内区文様の型式分類 外区文様1ws

1
2
3
旦
b

　
　
　
4
4

一列の珠文が不均等に巡らされたもの。

一一�ﾌ珠文が整然と巡らされたもの。

二列の珠文が巡らされたもの。

三列以上の繁文が乱雑に埋められたもの。

二列程度の三文をまばらに埋めるもの。

素

素　鋸

素　鋸　旧縁脳波鋸

黒頭鋸　突鋸鋸　櫛波

鋸盤　櫛櫛　櫛波

1　3本以上の円葉で内区を構成する。

2　2～1本の円圏。

1　乳の間に神像と獣像を融解して配するもの。

2　神像の頭部を分離して獣像の背中に乗せて衷すもの。

1　竜の頭部が大きく，頭部全体がくちばし状のもの。

2　竜の頭が細く，頭部全体がやや小さくなるもの。

al神獣芝垣現が精巧。映像頭位は縦同き。近藤分類AIタイプ。
a2　b系の影響で獣像頭位が斜めとなったもの。同A　1タイプ。

a　2tal，a2と類似するが径が大きい。同A亙タイプ。
a3獣鍛頭部は完全に横向き。表現は簡略化。火炎形文様なし。

a4　獣像の下顎表現が一重に簡略化。

a5神獣繰表現，配置に大きな変化。神像の衣のひだの区分なし。

a6　神像を6つの塊で表現。神獣像の区別がつかないものも多い。

b1小林が「踏み返し鏡」と認定した唐草文帯三神　　：｝Pt鏡。

b2　一神が小さく変形されて表されたもの。

b3表現と配置がa系列と合の子となったもの。

1　神像に座像と立像の双方を翻したもの。

2　神像が立像のみとなったもの。

1　獣像の下顎を明瞭に表現したもの。

2　獣像の下顎を省略あるいは頸で代用表現したもの。

1　同一方向に巡る5つの獣像の間に3神を配したもの。
2　1神となり，しばしば神像から離れた異形表現となるもの。

3　獣像のみとなったもの。神像を抜き取った空間を残す。

4　獣像の頭部が失われ，胴部の表現のみとなったもの。

1　六花文で雲雷文と四葉座を備えたもの。

2　穴～五花文で雲雷文の省略されたもの。

3　五～四花文で四葉座が線表現あるいは省略されたもの。

a　乳から3本の短い脚が伸び，Ω形の囲いをもつもの。

b1乳から長くて先端が強く渦巻いた4策の脚が伸びる。Ω形の
　　囲いをもつもの。

b2やや渦巻が弱く，2～1本の脚となったもの。Ω形の囲いは
　　ある。

c　Ω形の囲いをもつが，脚は短く，ないものもふくむ。

d　3本の脚表現はあるが，Ω形の囲いはないもの。
e　脚が各方向に伸びて渦を巻ぎ，二形の文様となるもの。

1　4体の神像表現に区別があるもの。

2　神像表現に区別がなくなり，神像の胴が脚と区別のない袋状

　　に表現されたものσ

鋸波鋸

波田　波＋蕨手

6－1

9
一
n
j
4

一

「
【

ρ
0
6
6妻購，＿L

　　　　　　　　　　　7－1

櫛
櫛

波
波

三角縁鋸波野

三角縁鋸撃墜

三角縁鋸波鋸

三角縁鋸波鋸

三角縁鋸波鋸

三角縁鋸波鋸

三角縁鋸波・波鋸

三角縁鋸波鋸

三角縁鋸波田

三角縁鋸波鋸

斜縁藤波鋸

斜縁鯨波鋸

薄縁鋸波鋸

斜照鋸波鋸

三石波

鋸鋸波

鋸愚婦　鋸鋸　鋸波

脳波

鋸藤波　櫛脚絆　櫛波

素

建鋸波　鋸波　櫛波

櫛波

鋸波鋸　鋸波／櫛波

鋸鋸波　鋸波

櫛櫛波　櫛櫛／櫛波

鋸横波　鋸波

／櫛早

撃波／櫛波　櫛櫛

鋸波／櫛波　櫛櫛

鋸難波

鋸鋸　波櫛　重弧

矢羽

7－2

1
2

「

一8
8
0
0
4
5
n
b

一
　
【
　
一
　
一

8
8
8
只
）

1
2

｝
　
輯9
9 Q

σ
4

一
　
｝

Q
ソ
9

10－1

10一一2

10－3

10－4

10－5

10－6

11－1

11－2

11－4，

5，　6

11－3

複合鋸＝＝複合鋸歯文　突鋸鋸＝鋸歯文＋鋸歯文（内側の鋸歯文の先端を突線が回る）　獣讐獣文

鋸鋸波文m・鋸歯文＋鋸歯文＋波文　鋸波幕＝鋸歯文＋波文　押脚波＝櫛歯文＋櫛歯文＋波文
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古墳明代坊製鏡の変遷とその特質（森下）

系　　列　　名 内　　区　　文　　三 原　　鏡

珠文鏡系

重圏文鏡系

分離式神獣鏡系

盤竜鏡A系

三角繰神獣鏡系

斜縁神獣鏡B系

斜縁四獣鏡B系

旋回式獣像鏡系

内行花文鏡髭文系

乳無文鏡系

交互式神獣鏡系

小さな珠文を，一列から数列，あるいは不規則に巡
らす。

突線で4～1重の円圏を作る。突線の中には小さな
珠文を連ねて線状にしたものがある．

神像の頭部を切り離し，獣像の背中の上に置く特異

な変形をおこなう。

大ぎなくちばし形の頭部をもち向かい合う竜を表現。

竜の間には方形の枠表現がある。

三角縁神獣鏡のうちの獣鼻曲琶神懸楽譜と唐草文帯
三角縁三神二獣鏡を主たる原鏡としたもの。

斜縁神獣鏡に表された2種類の神像のうち，立像に

着耀して，神像をすべて立像で表すもの。

黒縁四獣鏡を，大ぎな変形をほとんど加えずに忠実
に模倣するもの。

同一方向を向いて巡る5，6体の獣像を基本とし，

間に神像などを配するものもある。乳を用いて神獣

像間を区分しないのは大きな特徴。

花文間に，髭状の単位文様をいれる。他の内行花文

鏡系ではすぐに失われる四葉座を，変形が進んでも
保持する。

小乳に脚状の線表現と乳を囲むΩ形表現をつけたも

のを鉦のまわりに巡らす。脚表現とΩ形表現の組合

せの差によって5つの小系列に区分できる。内区文
様自体にはb系を除いて変異の輻が少なく外区文様
に鋸歯文を旧いるか，櫛歯文を用いるかという基準
によって二分する。

画像鏡のような平彫りの神像と，乳を取り巻く長い

首をもった獣像が交互に配される。

斜縁神獣鏡か

盤竜鏡（交互式）

三角縁獣文帯三神三

獣鏡（三角縁波文闘
三神三獣鏡その他の

鏡式の影響もあり）

三角縁麿草文帯三神

二獣鏡

斜縁神獣鏡

斜縁四獣鏡

踏み返し鏡の紺置式

神獣鏡か

内行花文鏡

a系は斑文鏡につな

がるか

踏み返し鏡の画文帯

仏獣鏡か

外山文様略称 三雲騙菱置文（数字は渦文数）　鋸三士躍鋸歯文＋波文＋鋸歯文

鳥＝細線表現の鳥文　羽＝羽状文　　素需素文　　波櫛文X波文＋櫛文

櫛波＝櫛歯文＋波文　櫛櫛臨櫛歯文＋櫛歯文　変＝変形

9　（78Z）



　
（
3
）
　
各
系
列
に
お
け
る
外
区
文
様

a
　
菱
璽
文
か
ら
斜
縁
鋸
波
鋸
文
、
複
合
鋸
歯
文
、
突
線
付
鋸
鋸
文

　
塾
頭
双
胴
神
鏡
系
と
方
格
規
矩
四
神
鏡
系
の
初
期
型
式
の
外
区
文
様
に
は
、
鯖
雲
文
と
呼
ば
れ
る
複
雑
な
文
様
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
菱
形

の
な
か
に
細
い
輝
線
で
渦
文
を
入
れ
た
も
の
を
連
ね
る
も
の
で
あ
る
。
田
中
琢
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
鋳
型
に
こ
の
文
様
を
彫
り
込
む
勘
合
、

渦
の
部
分
は
細
い
突
線
と
し
て
彫
り
残
す
こ
と
に
な
り
、
手
間
と
技
量
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
ま
ず
渦
の
数
の
減
少
の
方
向
に
省
略
化
が

進
み
、
さ
ら
に
技
法
的
に
は
よ
り
簡
単
な
、
型
押
し
に
よ
っ
て
で
き
あ
が
る
鋸
歯
文
や
線
描
き
の
波
文
で
構
成
さ
れ
る
鋸
波
鋸
文
あ
る
い
は
鋸

身
骨
と
交
代
す
る
。
文
様
構
成
が
鋸
波
四
文
と
な
る
も
の
は
他
に
も
い
く
つ
か
の
系
統
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
外
燈
文
様
は
、

い
わ
ゆ
る
斜
照
の
縁
部
形
態
に
と
も
な
う
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
男
縁
鋸
波
鋸
文
と
呼
ん
で
区
別
す
る
。
鋸
鋸
文
は
、
内
側
の

鋸
歯
文
帯
の
先
端
と
重
な
る
よ
う
に
太
め
の
準
線
が
巡
る
と
い
う
特
微
を
も
つ
。
こ
れ
も
ま
た
文
様
構
成
が
同
じ
だ
け
の
他
の
外
区
文
様
と
は

区
別
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
突
線
付
鋸
鋸
文
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
単
頭
双
胴
神
鏡
系
と
方
格
規
矩
四
神
鏡
系
で
は
、
そ
う
し
た
外
区
文
様
の
変
化
と
内
区
文
様
の
変
化
の
連
動
が
明
瞭
で
あ
る
（
図
二
・
三
）
。

単
頭
双
胴
神
鏡
系
で
は
a
1
式
～
a
2
式
（
図
二
一
1
、
2
）
で
菱
雲
文
内
の
渦
の
数
が
減
少
し
、
a
3
式
や
a
4
式
（
同
3
）
で
は
ほ
と
ん
ど
が

全
縁
難
波
鋸
文
と
な
る
。
内
区
主
文
が
や
や
異
な
る
変
化
を
遂
げ
る
b
系
で
は
菱
論
文
（
同
4
）
か
ら
複
合
鋸
歯
文
（
同
5
）
や
全
縁
難
波
鋸
文

（
同
6
）
な
ど
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
。
単
頭
双
胴
神
鏡
系
と
よ
く
似
た
神
像
表
現
を
も
つ
対
置
式
神
獣
空
誉
で
も
、
菱
雲
文
は
も
っ
ぱ
ら
1
式

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
方
格
規
矩
四
神
鏡
池
で
は
1
式
～
4
式
（
図
三
一
－
～
3
）
ま
で
渦
の
減
少
が
進
み
、
4
式
に
お
い
て
突
墨
付
鋸
鋸
文
が

現
れ
、
5
・
6
（
同
4
・
5
）
式
で
は
す
べ
て
突
線
付
鋸
鋸
文
と
な
る
。

　
年
頭
双
胴
神
鏡
系
で
は
渦
巻
状
の
文
様
と
し
て
残
さ
れ
た
S
字
形
の
獣
像
な
ど
痕
跡
的
な
表
現
と
な
っ
た
文
様
要
素
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た

方
格
規
矩
四
神
鏡
系
に
つ
い
て
は
田
中
琢
に
よ
っ
て
、
半
円
方
形
帯
や
乳
な
ど
種
々
の
文
様
要
素
が
内
申
獣
帯
の
変
化
と
対
応
す
る
こ
と
が
確

　
　
　
　
　
　
②

か
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
内
区
文
様
の
変
化
と
連
動
す
る
以
上
の
よ
う
な
外
曲
文
様
の
変
化
は
、
全
問
の
変
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
み
て
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古墳時代彷製鏡の変遷とその特質（森下）

・職・．
い’

I

x

　　　　図2　単襲双胴神鏡系（1＝a1式　2：a2式　3＝a4式　4：b1式
　　　　　5：b2式　6：b3式）
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図3　方格規矩四神鏡系（1：1式　2＝2式　3；4式　4＝5式　5：6式）

　方格規矩地文日系（6）
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古墳時代彷製鏡の変遷とその特質（森下）

よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
斜
縁
鋸
波
鋸
文
、

突
回
付
鋸
鋸
文
は
、
こ
れ
ら
の
系
列
内
で

生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
説
明
が
で

き
な
い
。
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
他
の
系

列
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
外
区
文
様
で
あ

る
。b

　
複
合
鋸
歯
文
と
羽
状
文

　
点
頭
双
胴
神
鏡
系
b
2
・
b
3
式
の
外

　
　
　
　
　
　
　
③

区
に
は
複
合
鋸
歯
文
と
羽
状
文
を
用
い
る

例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
限
ら
れ
た
時
期
に

使
用
さ
れ
た
外
区
文
様
で
あ
る
が
、
中
国

鏡
や
四
二
鏡
の
変
遷
の
中
で
は
こ
の
文
様

の
起
源
を
説
明
で
き
な
い
。
複
合
鋸
歯
文

は
例
え
ば
石
製
腕
飾
類
な
ど
古
墳
時
代
前

期
の
他
の
製
品
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の

で
、
お
そ
ら
く
他
の
器
物
一
般
に
流
行
し

た
文
様
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

羽
状
文
の
起
源
も
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、

お
そ
ら
く
湖
頭
双
胴
神
鏡
系
の
外
区
文
様

．
・
灘
盤
鮎
ρ
焼
鰹

轟
謬

　
黛
多

、
難
、
．

羅
三
州
2

　
　
　
欄
．
り
．
、

ダ
瓶

図4　獣毛文母系（1，2：1式）俵文鏡系（3：1式）羽文鏡系（4：1式）
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の
内
側
を
巡
る
怪
鳥
文
と
関
連
す
る
も

の
と
考
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
外
防
文
様
を
も
つ
獣
毛
文

鏡
系
と
譲
文
鏡
系
は
、
内
区
文
様
に
お

い
て
も
単
頭
双
胴
神
鏡
系
と
関
連
が
深

い
。
獣
毛
文
鏡
系
は
そ
の
名
の
と
お
り
、

す
く
な
く
と
も
1
式
の
内
区
文
様
は
潮

頭
双
胴
神
鏡
系
の
獣
毛
文
と
そ
っ
く
り

で
あ
る
（
図
四
1
1
、
2
）
。
俵
文
鏡
系

の
西
区
文
様
も
、
単
頭
双
胴
神
鏡
a
系

の
神
像
の
胴
の
表
現
に
類
似
す
る
（
図

四
i
3
）
。
両
者
は
単
頭
双
胴
神
鏡
系
の

文
様
の
一
部
を
借
用
し
た
も
の
で
、
単

頭
双
胴
神
鏡
系
よ
り
遅
れ
て
出
現
し
た

も
の
と
考
え
る
。
複
合
鋸
歯
文
と
羽
状

文
は
両
系
列
の
1
式
で
使
用
さ
れ
る

が
、
2
式
で
は
素
餐
の
も
の
が
多
く
な

る
。
羽
状
文
と
複
合
鋸
歯
文
の
盛
行
時

期
は
単
頭
双
胴
神
鏡
系
の
b
2
～
3
式

ゴ
ぐ
ノ
ζ

蕊
、
・
．
，

一
楽
x
ギ
』
、
レ
．
訓
蒙

．
・
螂
薮
t
怒
誇
、

曝討尋藍蝋
図5 三日月文鏡系　（1：1式）房文鏡系（2：1式）

鳥頭四獣二葉（4：2式）

鱒題纒着撚
　　ゑ谷攣鑑鋤

　　神頭鏡系（3：2式）
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古墳晴代彷製鏡の変遷とその特質（森下）

と
平
行
す
る
も
の
と
推
定
す
る
。

c
　
突
線
付
鋸
鋸
文
か
ら
鋸
文

　
方
格
規
矩
四
神
鏡
系
5
・
6
式
の
主
要
な
外
港
文
様
と
な
る
突
線
付
鋸
鋸
文
は
、
下
文
鏡
系
（
図
四
i
4
）
、
三
日
月
文
鏡
系
（
図
五
一
－
）
、

房
文
鏡
面
（
同
2
）
、
神
頭
鏡
心
（
同
3
）
、
鳥
頭
四
獣
鏡
系
（
同
4
）
な
ど
の
主
要
な
外
出
文
様
で
あ
る
。
各
系
列
の
中
で
さ
ら
に
一
条
の
鋸
歯
文

帯
が
省
略
さ
れ
、
重
文
が
外
区
文
様
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
叢
雲
文
よ
り
一
段
階
遅
れ
て
採
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
か
つ
比
較

的
短
期
間
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
時
期
の
指
標
と
し
て
有
効
な
外
区
文
様
で
あ
る
。

　
突
面
付
島
影
文
は
、
露
頭
四
獣
鏡
系
の
原
鏡
と
な
る
上
方
作
銘
半
肉
彫
獣
帯
鏡
の
外
車
に
認
め
ら
れ
る
の
で
、
鳥
頭
四
獣
叢
誌
か
ら
他
の
系

列
に
広
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
突
線
付
鋸
鋸
文
か
ら
鋸
文
へ
の
変
化
と
内
々
文
様
の
変
化
と
の
対
応
は
神
頭
鏡
系
で
も
っ
と
も
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
。
頭
部
に
縮
小
し
た
胴

部
表
現
や
翼
手
状
表
現
の
つ
く
1
式
は
突
心
付
鋸
鋸
文
を
主
と
し
、
返
文
を
外
事
文
様
と
す
る
も
の
は
2
式
に
の
み
認
め
ら
れ
る
。
羽
文
鏡
系
、

房
文
鏡
式
、
三
日
月
文
鏡
系
に
つ
い
て
も
、
内
反
文
様
の
省
略
化
の
程
度
と
用
い
ら
れ
る
外
区
文
様
は
一
致
す
る
。
た
だ
し
三
日
月
文
鏡
系
に

お
い
て
は
、
節
が
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
ほ
ど
に
省
略
さ
れ
た
3
式
に
、
素
文
の
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
鋸
文
を
、
さ
ら
に
省
略
し
た
も
の
と
考

え
る
。

d
　
小
数
の
外
区
文
様

　
以
上
の
文
様
と
同
じ
時
期
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
少
数
例
し
か
見
い
だ
せ
な
い
外
区
文
様
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
方
格

規
矩
四
神
鏡
系
で
は
、
菱
雲
文
の
他
に
唐
草
文
、
五
鉄
銭
入
り
の
獣
文
、
波
頭
文
、
鋸
鎌
文
な
ど
が
前
半
の
型
式
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
中
国
鏡
の
外
区
文
様
を
忠
実
に
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
系
列
に
も
ご
く
僅
か
に
例
が
あ
る
の
み
で
、
後
に
も
続
か
な
い
。
短

期
間
に
一
部
で
用
い
ら
れ
た
腫
瘤
文
様
で
あ
る
。
単
頭
双
胴
神
鏡
系
な
ど
に
み
ら
れ
る
蕨
手
文
、
要
脚
文
は
起
源
は
不
明
で
あ
る
が
、
変
遷
過

程
を
追
う
こ
と
が
で
き
、
あ
る
程
度
の
期
間
存
続
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
蕨
手
文
の
古
い
形
は
単
頭
双
胴
神
鏡
系
b
1
式
に
み
ら
れ
る
。
鋸
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波
鋸
文
の
な
か
で
も
、
縁
部
形
態
が
平
縁
に
近
く
鋸
歯
文
が
幅
広
の
も
の
（
平
縁
鋸
波
天
文
）
、
乱
文
の
外
と
内
側
に
二
重
の
割
線
が
巡
り
、
し

ば
し
ぼ
波
文
の
中
に
珠
文
や
短
線
を
入
れ
る
も
の
（
重
圏
鋸
波
鋸
文
）
な
ど
は
、
斜
壁
穂
波
重
文
と
は
別
に
中
国
鏡
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の

で
、
方
格
規
矩
四
神
鏡
系
の
後
半
型
式
、
斜
縁
四
獣
鏡
A
系
の
前
半
型
式
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

e
　
棄
文
か
ら
鋸
文
、
斜
縁
鋸
波
鋸
文

　
以
上
a
～
d
に
挙
げ
た
外
壁
文
様
は
、
多
く
が
大
型
品
と
中
型
品
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
欝
金
鏡
系
の
よ
う
な
小
型
品
と
、

原
境
の
外
区
が
素
文
で
あ
る
内
黒
糖
文
鏡
系
の
銀
製
鏡
は
、
当
初
は
素
文
を
質
料
に
用
い
、
次
第
に
【
部
で
鋸
歯
文
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
と
考
え
る
。

　
外
区
文
様
の
変
化
と
内
儀
文
様
の
変
化
を
も
っ
と
も
よ
く
追
求
で
き
る
の
は
珠
文
鏡
系
で
あ
る
。
珠
文
鏡
系
の
全
区
は
、
珠
文
の
数
が
増
え
、

さ
ら
に
当
初
は
比
較
的
整
然
と
並
べ
ら
れ
て
い
た
も
の
が
乱
雑
に
埋
め
込
む
方
向
へ
推
移
し
た
も
の
と
想
定
す
る
。
こ
の
考
え
に
し
た
が
っ
て
、

外
区
文
様
と
の
対
応
関
係
を
み
る
と
、
珠
文
を
～
列
並
べ
た
内
政
を
も
つ
1
式
と
2
式
で
は
、
素
適
と
三
文
が
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
が
（
図
六
一

1
）
、
二
列
の
3
式
で
は
（
同
2
）
鋸
文
を
中
心
に
鋸
鋸
文
、
鋸
本
文
な
ど
鋸
歯
文
を
用
い
た
外
区
文
様
が
三
分
の
二
以
上
を
占
め
る
。
さ
ら
に

珠
文
を
乱
雑
に
埋
め
る
4
a
式
（
同
3
）
や
ま
ば
ら
に
埋
め
る
4
b
式
（
同
4
）
で
は
、
鋸
波
文
な
ど
が
半
数
を
占
め
る
ほ
か
、
櫛
波
文
を
用
い

た
も
の
が
多
い
。
櫛
歯
文
を
用
い
た
西
区
文
様
は
、
も
っ
と
も
新
し
い
時
期
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
内
行
乞
文
鏡
系
は
多
く
の
系
列
を
設
定
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
が
文
様
が
単
純
で
あ
る
た
め
、
十
分
な
細
分
が
で
き
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は

文
様
構
成
な
ど
に
よ
っ
て
明
瞭
に
抽
出
で
き
る
二
つ
の
系
列
（
内
池
花
文
鏡
A
系
図
六
1
5
、
同
B
系
図
六
1
6
）
と
、
中
型
品
で
花
文
外
周
に
櫛

歯
文
を
多
用
す
る
点
な
ど
に
特
徴
を
持
つ
系
列
（
同
C
系
図
六
一
7
・
8
）
を
表
一
に
示
し
た
。
後
者
の
系
列
は
花
文
間
の
単
位
文
様
に
い
く
つ

か
の
種
類
が
あ
っ
て
細
分
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
系
列
に
お
い
て
も
花
文
数
の
減
少
と
そ
の
他
の
単
位
文
様
の
省
略
の
方
向
に
変

化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
九
院
文
様
の
変
化
は
一
様
で
は
な
い
。
内
地
花
文
鏡
A
系
と
B
系
で
は
ほ
と
ん
ど
が
要
文
の
雪
隠
を
保
持
す

る
。
C
系
で
は
花
文
の
減
少
な
ど
と
平
行
し
て
外
区
に
突
線
型
鋸
鋸
文
を
用
い
る
例
（
図
六
1
8
）
が
目
だ
つ
よ
う
に
な
る
が
、
全
て
が
そ
の
よ
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古墳時代彷製鏡の変遷とその特質（森下）
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う
な
鋸
歯
文
系
の
外
区
と
交
代
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
C
系
に
つ
い
て
は
後
半
に
方
格
規

矩
四
神
鏡
系
や
他
の
系
列
の
影
響
か
ら
鋸
歯
文
系
の
外
濠
文
様
を
一
部
に
取
り
入
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
も
の
と
想
定
で
き
、
平
行
関
係
を
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
A
系
と
B
系
は
他
と
共
通
す
る
要
素
を
見
い
だ
し
が
た
い
が
、
出
土
古
墳
の
年
代
か
ら

C
系
に
先
行
し
て
出
現
し
て
い
た
も
の
と
想
定
し
て
い
る
。

f
　
波
　
櫛
　
文

　
波
文
＋
櫛
歯
文
の
文
様
構
成
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
文
様
を
も
つ
外
乱
の
中

に
は
、
内
区
に
く
ら
べ
て
縁
部
が
き
わ
め
て
厚
く
、
そ
の
角
が
小
さ
な
三
角
形
状
に
突
出

し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
縁
部
形
態
を
も
つ
波
賢
愚
は
、
中
国
鏡
の
盤
竜
鏡

の
一
部
に
類
例
を
み
る
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
外
宮
文
様
は
盤
竜
鏡
A
系
（
図
七

一
1
）
に
本
来
属
す
る
も
の
で
、
分
離
式
神
獣
鏡
系
（
同
2
）
は
そ
れ
を
取
り
入
れ
た
も
の

と
考
え
る
。
他
の
系
列
と
の
つ
な
が
り
を
認
め
に
く
い
が
、
分
離
式
神
獣
鏡
系
の
神
像
の

頭
部
表
現
は
単
頭
双
胴
神
鏡
系
の
a
4
式
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の
外
容
文
様

は
a
～
e
の
外
区
文
様
よ
り
も
や
や
遅
れ
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た

い
。g

　
三
角
縁
鋸
波
鋸
文

　
三
角
縁
鋸
波
秘
文
を
外
区
と
す
る
鏡
群
、
す
な
わ
ち
三
角
縁
神
獣
鏡
系
の
彷
製
鏡
も
、

外
区
文
様
に
よ
っ
て
平
行
関
係
を
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
既
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ

う
に
、
三
角
縁
神
獣
鏡
系
の
彷
三
冠
は
西
区
文
様
や
径
に
関
し
て
他
と
異
な
る
特
徴
を
も

．
．
聾

　　鍵
轟襲
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図7　盤竜鏡A系（1：1式）分離式神獣鏡系（2：2式）

18 （790）
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図8　三角縁神獣鏡系（1：a1式　2＝a2式　3＝a3式　4：a4式

　5＝a5式　6；a6式）
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つ
。
す
な
わ
ち
、
断
面
三
角
形
に
突
出
し
た
縁
部
と
立
波
鋸
文
の
外
区
文
様
を
堅
持
し
大
き
さ
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
、
と
い
う

点
で
あ
る
。

　
後
で
触
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
系
列
の
型
式
細
分
は
、
前
期
古
墳
副
葬
鏡
の
組
合
せ
を
み
る
際
に
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
小
林
行
雄
、
近
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

喬
一
に
よ
っ
て
細
か
な
分
析
と
分
類
が
お
こ
な
わ
れ
、
さ
ら
に
近
年
岸
本
直
文
に
よ
り
三
段
階
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
後
に
述
べ

る
出
土
古
墳
で
の
組
合
せ
の
検
討
の
た
め
に
よ
り
細
か
い
分
類
が
必
要
で
あ
り
、
小
林
行
雄
の
分
類
を
時
間
的
に
整
理
し
た
案
を
示
し
て
お
い

た
（
図
八
）
。

　
三
角
縁
神
獣
鏡
系
の
彷
製
鏡
に
は
外
区
文
様
や
径
の
ほ
か
に
も
、
多
量
に
同
意
鏡
が
存
在
す
る
こ
と
、
鋳
型
の
荒
い
彫
り
直
し
や
、
仕
上
げ

の
粗
雑
さ
、
破
砕
し
た
鋳
型
の
再
利
用
な
ど
鋳
造
技
法
に
お
い
て
も
特
異
が
点
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
一
文
字
が
脱
落
し
全
体
が
反
転
し
て
い
る

奇
妙
な
銘
文
で
あ
る
が
、
確
実
に
文
字
を
知
る
者
の
関
与
を
示
す
例
が
あ
る
（
図
八
一
5
）
。
そ
れ
と
対
応
し
て
他
の
系
列
に
よ
く
み
ら
れ
る
擬

寒
帯
を
用
い
た
例
が
な
い
。
鋳
造
技
法
や
知
識
な
ど
の
点
で
も
他
の
系
列
と
は
大
き
な
開
き
が
あ
り
、
製
作
者
の
違
い
に
基
づ
く
も
の
と
考
え

て
い
る
。

h
　
斜
縁
鋸
波
鋸
文

　
血
縁
鋸
波
鋸
文
は
、
中
国
鏡
の
扇
売
神
獣
鏡
や
雨
縁
四
獣
鏡
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
製
斜
縁
神
獣
鏡
は
、
古
墳
時
代
前

期
で
も
や
や
新
し
い
段
階
の
古
墳
か
ら
出
土
す
る
の
で
、
新
た
に
普
及
し
た
中
国
鏡
の
影
響
を
受
け
て
広
ま
っ
た
外
点
文
様
と
考
え
る
。
上
縁

神
獣
鏡
の
模
倣
品
に
は
い
く
つ
か
の
系
列
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
斜
縁
神
獣
鏡
B
系
と
し
た
も
の
が
現
在
資
料
的
に
ま
と
ま
っ
て
い
る

（
図
九
1
1
、
2
）
。
ま
た
斜
縁
四
獣
鏡
B
系
も
中
国
鏡
を
比
較
的
忠
実
に
模
倣
し
、
他
の
系
列
の
文
様
を
ま
じ
え
な
い
点
で
寒
心
四
獣
鏡
A
系
と

は
区
別
で
き
る
（
同
3
、
4
）
。
こ
の
二
つ
の
系
列
を
は
じ
め
と
し
、
神
獣
鏡
や
四
獣
鏡
や
盤
竜
鏡
を
模
倣
し
、
斜
縁
風
波
鋸
文
を
外
区
と
す
る

も
の
は
、
錘
重
双
胴
神
鏡
系
や
方
量
規
矩
四
神
鏡
系
の
よ
う
に
他
の
中
国
鏡
の
単
位
文
様
を
盛
ん
に
取
り
入
れ
系
列
間
の
単
位
文
様
の
交
換
も

活
発
な
系
列
群
と
は
異
な
り
、
原
鏡
に
あ
ま
り
手
を
加
え
な
い
と
い
う
様
式
的
特
徴
を
も
つ
。
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古墳時代打製鏡の変遷とその特質（森下）

　
a
、
e
で
触
れ
た
単
頭
双
胴
神
鏡
系
な

ど
で
新
た
に
採
用
さ
れ
た
斜
懸
鋸
御
為
文

は
、
こ
れ
ら
の
系
列
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ

た
も
の
と
考
え
る
。
新
し
い
段
階
に
な
る

と
鋸
歯
文
を
外
区
に
用
い
る
傾
向
は
、
多

く
の
系
列
で
認
め
ら
れ
る
現
象
で
あ
る

が
、
こ
う
し
た
斜
懸
難
波
難
文
の
み
を
用

い
る
系
列
の
影
響
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え

る
。
特
に
鋸
歯
文
と
と
も
に
腰
文
を
合
わ

せ
用
い
る
手
法
は
新
し
い
傾
向
で
あ
る
。

鋸
波
文
と
。
で
取
り
上
げ
た
鋸
文
と
は
文

様
構
成
上
で
は
波
文
の
有
無
の
違
い
に
過

ぎ
な
い
が
、
系
統
を
異
に
す
る
外
区
文
様

で
あ
る
。

i
　
変
形
鋸
波
鋸
文

　
斜
縁
鋸
波
諺
文
の
変
形
に
よ
っ
て
二
つ

の
種
類
の
灘
区
文
様
が
作
り
出
さ
れ
た
。

双
方
と
も
斜
縁
鋸
波
鋸
文
の
波
文
部
が
広

く
な
り
、
ま
た
縁
部
全
体
が
薄
く
な
る
と

掌〆羅

．
藁

　
　
　
　
籔

　　

図9　斜縁神獣鏡B系（1：1式　2：2式）　斜縁四獣鏡B系（311式　4：2式）
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同
時
に
内
側
の
鋸
歯
文
が
外
駕
し
、
草
占
状
の
突
起
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
波
文
が
三
条
以
上
に
多
条
化
し
た
も
の
（
変
形
段
波
構

文
a
種
）
、
も
う
一
つ
は
本
来
波
文
の
部
分
を
無
線
表
現
の
菱
意
馬
と
置
き
か
え
た
も
の
（
変
形
墨
画
鋸
文
b
種
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
明
ら

か
に
斜
縁
鋸
波
鋸
文
に
後
出
す
る
も
の
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
時
期
に
用
い
ら
れ
た
外
区
文
様
で
あ
る
。

j
　
鋸
鋸
波
文
か
ら
の
省
略

　
鋸
鋸
波
文
は
後
半
期
の
彷
製
鏡
の
平
行
関
係
を
考
え
る
軸
と
な
る
外
区
文
様
で
あ
る
。
外
側
か
ら
順
に
鋸
歯
文
＋
鋸
歯
文
＋
添
文
と
な
る
特

殊
な
文
様
構
成
で
中
国
鏡
に
は
例
が
な
い
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
変
形
鋸
波
満
文
か
ら
文
様
構
成
の
変
化
に
よ
っ
て
生
み
轡
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

変
形
鋸
波
鋸
文
に
後
出
す
る
外
区
文
様
で
あ
る
。
こ
の
鋸
鋸
波
文
か
ら
省
略
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
鋸
波
文
、
異
学
雷
文
、
櫛
論
文
、
櫛
波

面
な
ど
の
外
区
文
様
が
生
み
出
さ
れ
て
ゆ
く
。
い
ず
れ
も
後
半
期
の
彷
製
鏡
の
指
標
と
な
る
外
区
文
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
外
註
文
様
に
と
も

な
う
縁
部
形
態
に
も
特
等
が
あ
り
、
外
藩
と
内
捻
の
間
の
段
が
明
瞭
で
な
く
な
っ
て
い
る
。
内
含
と
同
一
颪
に
外
記
文
様
が
施
さ
れ
る
も
の
も

多
い
。
こ
の
形
態
も
ま
た
変
形
鋸
波
鋸
文
に
後
出
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
内
区
文
様
と
外
区
文
様
の
対
応
が
も
っ
と
も
明
確
な
の
は
旋
回
式
欝
欝
鏡
系
で
あ
る
。
1
・
2
式
は
ほ
と
ん
ど
全
て
が
鋸
鋸
異
文
を
採
用
し

て
い
る
（
図
一
〇
1
1
）
。
3
式
は
ほ
ぼ
半
数
が
鋸
鋸
波
文
を
用
い
（
同
2
、
3
）
、
特
に
獣
像
表
現
の
明
確
な
も
の
に
多
い
。
獣
像
の
頭
部
表
現
が

小
さ
い
も
の
で
は
、
強
縮
文
、
鋸
贋
文
を
用
い
る
も
の
が
多
く
、
櫛
波
文
を
用
い
た
も
の
も
あ
る
。
4
式
も
半
数
が
鋸
錦
帯
文
か
寒
波
文
を
用

い
て
い
る
が
、
櫛
櫛
波
文
、
櫛
波
文
を
用
い
た
例
が
増
え
る
（
同
4
）
。

　
こ
の
よ
う
に
対
照
す
る
と
、
鋸
鋸
属
文
か
ら
、
波
文
あ
る
い
は
鋸
歯
文
を
一
条
省
略
し
て
鋸
図
鑑
あ
る
い
は
鋸
波
文
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
鋸

歯
文
の
省
略
形
と
し
て
櫛
歯
文
を
用
い
て
、
櫛
櫛
艶
文
、
櫛
巻
文
が
現
れ
る
変
遷
の
傾
向
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
う
し
た
栄
区
文
様
の
変
遷
は

他
に
も
い
く
つ
か
の
系
列
で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
内
行
花
文
鏡
髭
文
系
は
2
式
か
ら
こ
の
鋸
鋸
譲
文
を
採
用
し
（
図
一
〇
一
5
）
、
省
略
の
進
ん
だ
3
式
で
は
鋸
波
文
、
櫛
波
文
が
用
い
ら
れ
て

い
る
（
同
6
）
。
乳
脚
文
鏡
系
は
5
つ
の
小
系
列
に
区
分
で
き
る
が
、
そ
の
う
ち
の
b
系
列
で
は
内
区
文
様
の
変
化
と
外
区
文
様
の
変
化
の
対
応
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古墳時代彷製鏡の変遷とその特質（森下）

図10　旋回式獣像鏡餅（1：2式　2＝3式　3＝3式　4：4式）

　内行花文鏡髭文系（5：2式　6：3式）
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図11　乳脚文鏡b系（1＝b1式　2：b3式）
　　交互式神獣鏡系（3＝1式）
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が
認
め
ら
れ
る
。
鋸
高
波
文
を
用
い
た
1
式
は
、
脚
が
四
本
で
先
端
の
渦
の
巻
が
強
い
小
乳
を
内
学
に
め
ぐ
ら
す
（
図
一
一
i
1
）
。
脚
が
二
本

と
な
っ
た
2
式
で
は
鋸
波
文
と
櫛
漁
猟
と
な
り
、
さ
ら
に
脚
が
一
本
と
な
っ
た
3
式
は
、
巴
町
波
文
、
櫛
櫛
文
な
ど
で
占
め
ら
れ
る
（
同
2
）
。

他
の
四
つ
の
系
列
で
は
主
文
の
変
異
が
小
さ
く
、
内
区
文
様
で
型
式
分
類
を
お
こ
な
う
の
は
難
し
い
が
表
一
に
示
し
た
よ
う
に
、
外
区
文
様
が

鋸
歯
文
主
体
の
も
の
と
櫛
歯
文
主
体
の
も
の
に
二
分
で
き
、
鋸
鋸
波
文
を
も
つ
も
の
も
あ
る
（
図
一
一
1
4
～
6
）
。
さ
ら
に
や
や
変
則
的
で
は

あ
る
が
交
互
式
神
獣
鏡
系
も
、
鋸
広
丘
文
あ
る
い
は
そ
の
変
形
版
は
1
式
に
み
ら
れ
（
同
3
）
、
2
式
で
は
や
や
異
形
の
外
註
文
様
が
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
旋
圓
式
五
霞
鏡
系
、
細
行
花
文
鏡
髭
文
系
、
潮
脚
文
鏡
b
系
な
ど
複
数
の
系
列
で
、
爆
睡
文
様
の
省
略
化
の
段
階
と
、
鋸

鋸
波
文
↓
鋸
鋸
南
・
鋸
註
文
↓
櫛
櫛
波
文
↓
櫛
波
文
と
い
う
外
濠
文
様
の
省
略
化
の
段
階
と
が
符
合
す
る
。
な
お
表
文
鏡
系
の
外
区
文
様
も
こ

れ
ら
と
同
様
の
歩
み
を
進
め
、
末
期
型
式
は
櫛
上
文
あ
る
い
は
櫛
波
文
を
磁
区
と
す
る
（
図
六
一
4
）
。

古墳時代防製鏡の変遷とその特質（森下）

　
（
4
）
　
外
区
文
様
の
変
遷

　
前
半
期
の
外
区
文
様
の
変
化
の
中
心
と
な
る
の
は
、
鋸
歯
文
指
向
と
表
現
で
き
る
流
れ
で
あ
る
。
直
径
二
〇
㎝
以
上
の
大
型
品
を
ふ
く
む
系

列
で
は
一
般
的
に
、
菱
魚
文
か
ら
心
線
付
鼻
鋸
文
、
斜
縁
逃
去
鋸
文
な
ど
鋸
歯
文
系
の
外
区
文
様
を
採
用
す
る
に
至
る
（
蔚
節
の
a
）
。
内
行
花

文
亜
系
の
一
部
の
系
列
や
小
型
晶
で
は
素
魚
か
ら
次
第
に
一
部
で
鋸
歯
文
系
の
外
区
文
様
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
（
e
）
。
そ
し
て
主
に
中
型
本

の
系
列
で
は
こ
れ
ら
よ
り
一
段
階
遅
れ
て
採
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
複
合
鋸
歯
文
や
羽
状
文
、
波
静
掻
な
ど
様
々
な
経
路
か
ら
取
り
入
れ

ら
れ
た
外
区
文
様
が
用
い
ら
れ
る
（
b
、
c
、
f
）
。
　
一
方
に
は
独
自
の
外
宮
を
守
り
通
し
た
三
角
縁
神
獣
鏡
系
の
よ
う
に
こ
の
流
れ
に
乗
ら
な

い
も
の
も
あ
る
（
9
）
。
そ
れ
ら
の
系
列
の
消
失
後
は
斜
面
四
獣
鏡
B
系
を
中
心
に
中
型
鏡
で
は
鋸
波
鋸
文
が
、
小
型
鏡
で
は
鋸
魚
文
と
い
う
よ

う
に
、
鋸
歯
文
と
羅
文
を
用
い
た
外
区
文
様
に
統
一
化
が
進
む
（
h
）
。
後
半
期
の
外
区
文
様
の
変
化
過
程
は
、
姫
糊
鋸
波
舞
文
か
ら
の
変
形
、

省
略
化
と
い
う
表
現
で
ほ
ぼ
一
括
で
き
る
（
．
－
、
一
）
。
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表2　古墳蒔代彷製鏡の編年

　四　世　紀　　　　　　五　世　紀　　　　　　　　六　世　紀

H雲四渦三渦二渦
　　　　外

@　　　区

@　　　文

@　　　様

n　列　名

　　突線付鋸鋸鋸素　＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　識盤二＝駕認二

@　　羽・複合鋸

@　　重圏鋸波鋸
f　　　　　　鋸　　　　　　　鋸波　　　　　巴波

隔　　　　　　　波櫛　　　　　　　　　　　　　冊冊冨一画濡

@三角縁鋸波鋸

@斜縁川波鋸　　　　　　　　変形鋸波鋸a・b鋸鋸波鋸波

櫛櫛波　櫛波

al　a2　a3　a4
bl　　　b2　　　b3

　　　1　　　　2
@　　1　　　　2
P　2　3　4　　　5　6

1　　　2

@1　　2

@1　2
@1　　2
@　　　　1　　　　2　　　　　　　　　一　　一　　一　　一　　一　胸　　一　　r

@1　2
@1　2　　3
P　　　　2

単頭双胴神鏡系

ﾎ置式紳獣鏡系

ﾎ縁神獣鏡A系
絈i規矩四神鏡系

絈i規矩鳥文鏡系

b毛文鏡地
U　文　鏡　出
H　文　鏡　系
[　文　鏡　系
O日月文鏡系
ｹ頭四獣鏡山
_　頭　鏡　系
ﾎ縁四獣鏡A系
熨l花文鏡A場
熬痘ﾖ文鏡B脳
熏s花文鏡C系
?　文　鏡　系

d圏文鏡系
ｪ離式神獣幽霊

ﾕ竜鏡A系
､角縁神獣鏡系

ﾎ縁神獣鏡B系
ﾎ縁四獣鏡B系
��ｮ獣像鏡系
熏s花文鏡髭文系

絜r文鏡系

�ﾝ式神獣鏡系

　1　　　　2　　　　3
P　　　2　　　　　　　　　　3　　　4　a　・4b

一　ユ　　　　　2

P　　　　　　　1　2
@　　　　　　ユ　　　2　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　一　　　一

@al　a2a2’a3　a4a5a6

@　blb2b3
?　　　　　　　　　　　　　　2

@　　　　　　　　　　　　　　31　　　　　2　　　　　　　　一　　　一　　一

@　　　　　　123　　4
@　　　　　1　2　　3
@　　al　　　a2　a3

bl　b2
cl　c2

dl　d2

el　e2
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こ
う
し
た
文
様
の
変
化
は
、
外
皮
の
断
薗
形
態
の
変
化
と
も
一
致
す
る
。
初
期
の
外
区
は
肥
厚
し
て
南
区
側
と
の
閣
に
段
を
も
つ
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
段
部
が
界
圏
と
一
致
す
る
も
の
や
小
型
鏡
で
は
こ
の
段
が
認
だ
た
な
い
も
の
も
多
い
が
、
外
区
と
内
題
の
違
い
や
段
の
存
在

が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
象
亀
鋸
波
鋸
文
以
降
は
、
外
区
が
薄
く
な
る
方
向
へ
の
型
式
学
的
な
変
化
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
（
図
一
二
）
。
変
形
鋸

波
鋸
文
の
段
階
で
は
、
段
部
を
強
調
し
た
も
の
や
、
段
間
の
み
が
突
出
し
て
そ
の
外
側
は
薄
く
な
っ
て
、
段
部
が
界
圏
状
を
記
す
る
も
の
が
現

れ
る
。
こ
の
界
圏
状
の
突
起
は
、
本
来
外
区
の
段
部
で
あ
っ
た
部
分
の
痕
跡
的
表
現
で
あ
る
。
鋸
鋸
波
文
、
櫛
波
文
と
省
略
の
進
行
と
と
も
に

こ
の
界
圏
状
表
現
も
消
失
し
て
、
外
区
文
様
と
内
区
文
様
が
同
一
面
に
施
さ
れ
、
区
別
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
彷
製
鏡
の
外
区
文
様
に
は
一
定
の
変
化
方
向
が
認
め
ら
れ
、
時
期
推
定
の
有
力
な
指
標
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
ま
で
検
討
さ
れ
て
き
た
種
々
の
小
さ
な
単
位
文
様
の
共
通
性
に
よ
っ
て
も
こ
れ
は
検
証
し
う
る
。
一
つ
の
文
様
要
素
は
一
定
の
重
複
期
間
を

も
っ
て
新
し
い
も
の
と
交
代
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
か
ら
、
厳
密
な
先
後
関
係
の
分
析
に
は
よ
り
多
く
の
要
素
の
分
析
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
が
、
外
区
文
様
が
有
効
な
基
準
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
検
討
を
も
と
に
し
た
編
年
の
結
果
を
表
二
に
示
し
た
。

古墳時代彷製鏡の変遷とその特質（森下）

斜縁鋸一波鋸文

斜縁鋸一波鋸文

鋸波鋸文a1変形

変形鋸波鋸文a2

変形鋸波鋸文a3

鋸波文

　　　　　櫛櫛波文
図12外区文様と断面形態の変化
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①
　
以
下
、
直
径
　
一
㎝
以
下
を
小
型
鏡
、
一
五
～
一
八
㎝
前
後
を
中
型
鏡
、
二
〇

　
㎝
以
上
を
大
型
鏡
と
す
る
。
田
中
琢
『
古
鏡
』
（
前
掲
）
六
四
頁
。

②
　
田
中
琢
「
方
格
規
矩
弱
神
鏡
本
星
鏡
分
類
試
論
」
（
前
掲
）
。

③
　
h
と
一
で
取
り
上
げ
る
外
区
文
様
に
は
、
波
文
の
変
形
か
ら
一
見
複
合
鋸
歯
文

　
状
に
み
え
る
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
区
別
を
要
す
る
。

④
　
突
線
付
鋸
窯
業
は
多
く
の
系
列
に
共
通
す
る
外
援
文
様
で
あ
る
が
、
平
行
関
係

　
の
基
準
と
し
た
方
格
規
矩
四
神
鏡
系
の
末
期
型
式
は
量
的
に
少
な
く
、
前
後
に
や

　
や
時
鐘
帳
を
も
つ
可
能
性
が
あ
る
。

⑤
　
小
林
行
雄
「
煮
浸
三
角
縁
神
獣
鏡
の
研
究
」
（
前
掲
）
。
近
藤
喬
一
「
三
角
縁
神

　
獣
鏡
の
彷
製
に
つ
い
て
」
（
前
掲
）
。
岸
本
直
文
「
三
角
縁
神
獣
鏡
製
作
の
工
人
群
」

　
（
『
史
林
』
第
七
一
　
巻
第
五
号
　
一
九
八
九
年
）
一
一
四
三
頁
。

⑥
鋸
波
文
は
珠
文
鏡
系
な
ど
、
い
く
つ
か
の
系
列
で
は
斜
縁
坐
波
達
文
か
ら
直
接

　
省
略
形
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
が
あ
る
。
鋸
鋸
波
文
の
省
略
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

　
と
は
異
な
り
、
外
陰
と
内
区
の
間
に
段
が
あ
る
。
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三
　
時
期
区
分
と
様
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
出
土
古
墳
の
検
討
の
結
果
か
ら
想
定
し
た
乱
費
文
様
や
各
型
式
の
年
代
は
表
二
の
編
年
表
に
付
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

章
で
は
各
時
期
の
彷
製
鏡
の
特
徴
の
抽
出
を
試
み
、
さ
ら
に
生
産
体
制
に
つ
い
て
も
考
察
を
進
め
る
。

こ
れ
に
基
づ
い
て
本

　
（
エ
）
　
四
世
紀
の
彷
製
鏡

　
前
章
a
～
9
の
外
区
文
様
を
も
つ
彷
製
鏡
は
、
四
世
紀
か
ら
五
世
紀
前
半
の
古
墳
か
ら
出
土
す
る
も
の
が
大
半
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
の
年
代

の
古
墳
か
ら
出
土
す
る
例
も
他
と
の
比
較
か
ら
、
長
期
聞
保
持
さ
れ
た
後
に
副
葬
さ
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
そ

の
出
現
は
四
世
紀
に
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
外
区
文
様
で
あ
る
。
ま
た
h
の
斜
縁
鋸
波
鋸
文
も
中
心
は
五
世
紀
に
あ
る
が
、
始
ま
り
は
四
世
紀

に
求
め
ら
れ
る
外
区
文
様
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
滋
賀
・
雪
野
山
古
墳
、
大
阪
・
紫
金
山
古
墳
は
、
四
世
紀
中
葉
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
彷
製
鏡
を
出
土
し
た
古
墳
の
中
で
石
製
腕
飾
品
な
ど
鏡

以
外
の
要
素
か
ら
も
古
く
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
雪
野
山
古
墳
か
ら
は
古
い
型
式
の
三
角
縁
神
獣
鏡
と
と
も
に
、
単
頭
双
胴
神
鏡
系
b
1
式
が
出

土
し
て
い
る
。
単
頭
双
胴
神
鏡
系
の
登
場
が
四
世
紀
中
葉
を
降
ら
な
い
こ
と
を
示
す
。
ま
た
紫
金
山
古
墳
墨
黒
の
い
わ
ゆ
る
「
勾
玉
文
鏡
」
に



古墳蒋代彷製鏡の変遷とその特質（森下）

表3　三角縁神獣鏡系彷製鏡の型式の共伴関係　＊数字は面数

　　　　　　型　式

o土古墳
a1 a2

bP
a2’

b2
a3
bR

a4 a5 a6

大阪・紫金山古墳
1
1

1 1

6
1

奈良・新　由　古　墳

大阪・御旅山古墳
3
1

1

1

岡山・鶴山丸山古墳

山口・長光寺山古墳

3
1

京都・百々ケ池古墳

1
2

愛知・出川大塚古墳

汢ｪ・銚子塚古墳
6 2

岐阜・長塚古墳2号椋 1 1

大阪・ヌク谷北古墳 2

佐賀・二日古墳東石室 2

佐賀・谷口古墳西石室 2

福岡・沖ノ島17号遺跡

汢ｪ・沖ノ島18号遺跡

1

2
2

1

は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
方
格
規
矩
三
神
鏡
系
3
・
4
式
に
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

い
ら
れ
た
も
の
と
共
通
の
鳥
文
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
方
格
規
矩
四
神

鏡
系
の
起
源
が
四
世
紀
中
葉
を
降
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資

料
か
ら
、
菱
雲
文
を
も
つ
彷
製
鏡
の
型
式
が
四
世
紀
中
葉
以
前
に
現
れ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
滋
賀
・
安
土
瓢
箪
山
古
墳
も
お
そ
ら
く
四
憶
紀
中
葉

に
遡
る
古
墳
で
あ
る
が
、
中
央
石
室
か
ら
回
縁
神
獣
鏡
B
系
1
式
が
出
土
し
て

お
り
、
斜
縁
鋸
波
鋸
文
を
も
つ
系
列
も
同
時
期
に
登
場
し
て
い
た
も
の
と
推
定

で
き
る
。

　
三
角
縁
神
獣
鏡
系
の
彷
製
鏡
も
こ
れ
ら
の
系
列
と
変
わ
ら
ぬ
時
期
に
出
現
し

て
い
た
も
の
と
考
え
る
。
こ
こ
で
は
詳
し
い
論
証
は
省
く
が
、
三
角
縁
神
獣
鏡

系
の
彷
製
鏡
は
製
作
後
、
配
布
、
入
手
に
至
る
ま
で
の
過
程
が
き
わ
め
て
ス
ム

ー
ズ
に
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
表
三
に
示
す
よ
う
に
、
隣
接
す
る
型

式
が
各
古
墳
で
ま
と
ま
っ
て
出
土
す
る
傾
向
が
強
い
。
表
三
で
は
出
土
し
た
中

で
も
っ
と
も
新
し
い
型
式
に
注
意
す
る
な
ら
四
段
階
、
a
4
式
と
a
5
式
の
間

の
型
式
変
化
の
大
き
さ
に
着
目
す
る
な
ら
二
段
階
に
分
け
て
と
ら
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

必
ず
し
も
古
墳
の
年
代
の
新
古
と
む
す
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
が
、
す
く
な
く

と
も
各
古
墳
の
主
が
鏡
を
入
手
し
た
順
番
、
そ
し
て
製
作
の
順
番
を
残
し
て
い

る
も
の
と
推
測
す
る
。
こ
れ
ら
と
他
の
系
列
の
彷
直
面
と
の
共
伴
関
係
を
み
る

と
、
三
角
縁
神
獣
鏡
系
の
a
1
～
a
3
式
に
は
単
頭
双
胴
神
鏡
系
や
方
格
規
矩
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四
神
至
徳
の
前
半
型
式
を
と
も
な
う
も
の
が
多
く
、
a
4
～
a
6
式
に
は
羽
文
鏡
系
、
房
文
鏡
系
、
神
頭
墨
客
な
ど
複
合
鋸
歯
文
、
羽
状
文
、

突
番
付
鋸
鋸
歯
文
の
よ
う
な
一
段
階
遅
れ
て
出
現
し
た
も
の
と
考
え
た
外
区
文
様
を
用
い
る
系
列
を
と
も
な
う
例
が
目
だ
つ
。
こ
れ
ら
は
将
来

資
料
の
増
加
を
待
っ
て
、
前
期
古
墳
の
副
葬
鏡
の
組
合
せ
の
綱
分
の
材
料
と
な
る
も
の
と
考
え
る
。
と
も
か
く
三
角
縁
神
獣
鏡
系
の
彷
製
鏡
が

他
の
系
列
に
先
行
し
た
と
い
う
小
林
行
雄
の
見
解
は
成
立
ち
が
た
く
、
両
者
が
平
行
し
て
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
一
方
、
当
初
誓
文
を
外
装
と
す
る
失
行
花
文
鏡
系
や
珠
文
鏡
系
も
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
登
場
し
、
平
行
し
て
存
在
し
た
も
の
と
考
え
る
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

う
ち
の
蟹
行
花
文
鏡
A
系
は
、
先
の
雪
野
山
古
墳
の
ほ
か
、
奈
良
・
桜
井
茶
臼
山
古
墳
か
ら
も
同
類
と
考
え
ら
れ
る
破
片
が
中
国
製
三
角
縁
神

獣
鏡
の
古
い
型
式
と
と
も
に
出
土
し
て
お
り
、
四
世
紀
中
葉
以
前
に
出
現
が
求
め
ら
れ
る
。
珠
文
鏡
系
は
、
直
接
そ
う
し
た
大
型
品
を
も
つ
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

列
と
の
共
嘉
例
は
少
な
い
が
、
京
都
・
馬
場
遺
跡
の
方
形
周
溝
墓
や
福
岡
・
宮
ノ
本
遺
跡
五
号
墳
で
そ
れ
ぞ
れ
1
式
と
2
式
が
出
土
し
た
例
は
、

す
く
な
く
と
も
四
世
紀
を
降
る
も
の
で
は
な
く
、
か
つ
そ
の
古
い
段
階
に
遡
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
他
の
一
・
2
式
の
出
土
例
の
多
く
も
、

四
世
紀
を
降
ら
せ
る
理
由
は
見
あ
た
ら
な
い
。
珠
文
鏡
系
の
よ
う
に
従
来
小
型
と
い
う
理
由
の
み
で
年
代
を
引
き
下
げ
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
も
四
世
紀
中
葉
に
近
い
段
階
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
出
現
し
て
い
た
と
考
え
た
方
が
よ
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
単
寧
双
胴
神
鏡
系
と
方
響
規
矩
四
神
影
青
、
斜
縁
神
獣
鏡
B
系
、
三
角
縁
神
獣
鏡
系
、
内
行
花
文
鏡
A
系
、
そ
し
て
珠
文

鏡
系
な
ど
、
複
数
の
系
列
が
初
期
の
段
階
か
ら
出
現
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
多
様
性
こ
そ
が
四
世
紀
の
彷
製
鏡
の
大
き
な

特
色
で
あ
り
、
そ
れ
は
早
い
段
階
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
た
。
羽
状
文
、
複
合
鋸
歯
文
、
突
線
付
髪
魚
文
な
ど
の
外
壁
文
様
は
そ
れ
ら
に
㎝
段
階

遅
れ
て
出
現
し
た
も
の
と
考
え
る
が
、
そ
れ
は
さ
ら
に
彷
製
鏡
の
多
様
性
を
増
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
、
鏡
に
対
し
て
多

く
の
需
要
が
存
在
し
、
そ
れ
が
多
彩
な
系
列
の
並
存
、
増
加
に
反
映
し
た
も
の
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
こ
れ
ら
の
系
列
は
終
末
年
代
も
ほ
ぼ
等
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
各
系
列
の
終
末
型
式
を
出
土
し
た
福
岡
・
沖
ノ
島
一
七
号
遺
跡
（
単
頭
双
胴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

神
鏡
系
a
4
式
）
、
岡
山
・
鶴
山
丸
山
古
墳
（
方
格
規
短
四
神
鏡
系
5
・
6
式
）
、
佐
賀
・
谷
口
古
墳
（
房
文
鏡
系
2
式
、
田
文
同
系
2
式
）
、
福
岡
・
鋤

　
　
⑭

崎
古
墳
（
俵
文
鏡
系
2
式
）
な
ど
か
ら
五
世
紀
の
初
頭
に
は
主
要
な
変
遷
を
終
え
て
い
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
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古墳時代彷製鏡の変遷とその特質（森下）

　
こ
の
時
期
の
生
産
者
の
様
子
に
つ
い
て
も
こ
こ
で
は
考
察
し
て
お
き
た
い
。
当
時
の
工
房
の
遺
構
が
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
り
、
製
作
者
集
団
、

生
産
体
制
の
復
原
は
困
難
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
側
面
を
推
測
す
る
。

　
単
磁
双
胴
神
鏡
系
と
対
置
式
神
獣
玉
詠
は
、
外
区
文
様
の
み
な
ら
ず
、
神
像
表
現
な
ど
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
獣
毛
文
鏡
系
、
俵
文
瀟
瀟
、
羽

文
鏡
系
、
無
文
鏡
系
な
ど
の
南
区
文
様
、
無
縁
四
獣
鏡
A
系
、
神
頭
鏡
系
や
分
離
式
神
獣
設
備
の
神
獣
像
頭
部
の
表
現
は
、
蝿
頭
双
胴
神
鏡
系

の
文
様
の
一
部
や
神
像
表
現
と
共
通
す
る
。
こ
れ
ら
の
系
列
群
は
同
一
の
製
作
者
集
団
の
製
品
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
可
能
性
が
強
い
。
童
心

双
胴
神
鏡
系
の
特
異
な
文
様
は
、
中
国
鏡
の
各
鏡
式
の
一
部
を
切
り
取
っ
て
き
た
も
の
を
合
成
し
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
が
、
獣
毛

文
鏡
系
な
ど
の
内
嫌
文
様
も
単
頭
双
胴
神
鏡
系
の
一
部
を
切
り
取
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
神
像
の
頭
部
と
胴
部
を
切
り
離
し
て
造

形
さ
れ
た
神
頭
鏡
系
と
分
離
式
神
獣
心
系
も
、
図
像
の
分
離
と
合
成
と
い
う
手
法
に
共
通
す
る
面
を
も
つ
の
で
あ
る
。
方
格
規
矩
四
神
鏡
系
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

藤
壷
文
様
に
つ
な
が
り
を
も
ち
、
ま
た
目
に
つ
き
に
く
い
小
さ
な
単
位
文
様
の
共
通
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
様
要
素
は
各
系
列

間
で
交
差
的
な
共
通
関
係
を
示
し
て
お
り
、
製
作
老
の
共
通
性
あ
る
い
は
強
い
関
連
性
を
物
語
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
、
分
布
状
況
か

ら
み
て
明
ら
か
に
畿
内
に
存
在
し
、
製
品
の
種
類
の
豊
富
さ
や
生
産
量
か
ら
み
て
大
規
模
な
協
業
形
式
を
形
成
し
て
い
た
こ
の
時
期
の
中
心
的

な
製
作
者
集
団
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
こ
れ
と
は
別
の
製
作
老
集
団
の
存
在
も
推
測
で
き
る
。
三
角
縁
神
獣
鏡
系
が
文
様
、
銘
文
の
知
識
、
製
作
技
術
な
ど
に
お
い
て
他
の
系
列
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ら
大
き
く
分
離
で
き
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
お
そ
ら
く
一
つ
の
系
列
の
製
作
の
み
に
関
わ
っ
た
製
作
者
集
団
を
示
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま

た
珠
文
鏡
系
な
ど
も
、
中
心
的
な
系
列
群
の
衰
退
後
も
長
期
間
存
続
し
て
い
る
点
か
ら
み
て
、
異
な
る
製
作
者
を
含
む
可
能
性
が
あ
る
。

　
四
世
紀
の
彷
製
鏡
の
多
様
性
は
こ
う
し
た
、
中
心
的
な
製
作
者
集
団
の
中
で
多
数
の
系
列
が
生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
、
異
な
る
製
作
者
集

団
が
存
在
し
た
こ
と
の
二
つ
の
面
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
時
期
は
彷
事
象
生
産
の
も
っ
と
も
盛
ん
な
時
期
で
あ
り
、
多
彩

な
外
心
文
様
と
系
列
の
並
存
を
特
色
と
す
る
。
量
的
に
は
総
出
土
量
の
三
分
の
二
近
く
を
占
め
て
い
る
。
一
古
墳
へ
の
大
量
副
葬
は
そ
う
し
た

状
況
と
結
び
つ
い
た
現
象
の
一
つ
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
鏡
を
複
数
出
土
し
た
古
墳
に
お
い
て
は
、
複
数
の
系
列
を
取
り
混
ぜ
て
副
葬
す
る
傾
向
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の
顕
著
な
点
に
着
目
し
て
お
き
た
い
。
　
一
方
で
、
珠
心
青
玉
や
内
行
花
文
鏡
筒
の
う
ち
の
小
型
鏡
を
一
面
の
み
副
葬
す
る
古
墳
も
数
多
く
、
そ

れ
ら
は
広
い
地
域
に
一
様
な
広
が
り
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
出
土
古
墳
の
規
摸
等
に
お
い
て
、
多
種
類
の
鏡
を
副
葬
す
る
古
墳
と
の
違
い
、

階
層
差
が
認
め
ら
れ
る
。
総
括
す
れ
ば
四
世
紀
を
中
心
と
し
、
五
世
紀
の
前
葉
に
至
る
ま
で
、
彷
製
品
の
各
種
類
に
は
様
々
な
需
要
に
も
と
づ

い
た
多
く
の
意
味
の
違
い
が
強
く
存
在
し
、
そ
れ
が
多
彩
な
系
列
の
並
存
に
結
び
つ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
う
し

た
分
化
し
た
鏡
の
製
作
・
使
用
体
系
は
早
い
段
階
か
ら
成
立
し
て
お
り
、
す
く
な
く
と
も
彷
製
鏡
の
出
現
後
に
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も

の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
製
品
と
製
作
者
の
双
方
の
面
で
分
化
し
た
生
産
体
舗
が
、
弥
生
時
代
の
青
銅
器
生
産
と
ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

も
つ
の
か
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
認
め
た
中
心
的
な
系
列
群
に
お
い
て
初
期
型
式
に
も
っ
と
も
精
緻
な
表
現
を
も
つ
面
心
が

あ
り
、
そ
の
後
は
省
略
、
退
化
が
進
め
ら
れ
て
ゆ
く
過
程
に
注
意
す
る
な
ら
ば
、
彷
無
漏
生
産
の
開
始
、
あ
る
い
は
そ
の
初
期
の
段
階
に
大
き

な
飛
躍
の
あ
っ
た
こ
と
は
推
測
で
き
よ
う
。
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（
2
）
　
四
世
紀
末
～
五
世
紀
中
葉
の
彷
製
鏡

　
鋸
歯
文
を
用
い
た
外
事
文
様
へ
の
統
一
化
は
、
四
世
紀
か
ら
徐
々
に
進
め
ら
れ
五
世
紀
に
完
成
し
た
も
の
と
考
え
る
が
、
そ
の
画
期
を
四
世

紀
末
の
斜
縁
四
獣
鏡
B
系
の
登
場
に
置
く
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
系
列
は
中
国
鏡
の
き
わ
め
て
忠
実
な
模
倣
に
成
功
し
、
か
つ
そ
の
後
も
あ
ま

り
変
形
の
手
を
加
え
な
い
と
い
う
特
徴
を
も
つ
。
単
位
文
様
の
種
類
が
豊
富
で
そ
の
交
換
も
活
発
な
四
世
紀
の
再
製
鏡
と
は
明
ら
か
に
…
線
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

画
し
て
お
り
、
文
様
の
簡
素
化
と
い
う
新
た
な
傾
向
を
代
表
す
る
系
列
と
評
価
で
ぎ
る
。
京
都
・
久
津
川
車
塚
古
墳
や
熊
本
・
江
田
船
山
古
墳

を
は
じ
め
と
し
て
、
豊
富
な
副
葬
品
を
も
つ
古
墳
か
ら
の
出
土
例
が
目
だ
っ
て
お
り
、
出
土
状
況
か
ら
み
て
も
五
世
紀
の
一
つ
の
中
心
と
な
っ

た
系
列
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
こ
の
系
列
の
製
作
老
は
、
文
様
の
模
倣
の
技
法
に
お
い
て
、
四
世
紀
の
中
心
的
な
製
作
集
団
と
は
異
な

る
系
統
に
属
す
る
も
の
と
推
測
す
る
。
た
だ
し
分
布
状
況
は
依
然
と
し
て
畿
内
を
中
心
と
し
て
お
り
、
生
産
の
中
心
は
畿
内
に
あ
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。



　
珠
文
螺
線
の
よ
う
な
小
型
鏡
の
製
作
も
五
世
紀
に
引
き
続
い
て
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
古
墳
か
ら
出
土
す
る
玉
文
鏡
は
、
他
の

系
列
と
同
じ
よ
う
に
鋸
波
文
を
外
区
に
用
い
る
4
式
が
主
体
と
な
る
。
出
土
状
況
に
は
重
大
な
変
化
が
あ
っ
て
、
大
型
の
古
墳
や
豊
富
な
副
葬

品
を
も
つ
古
墳
に
出
土
が
限
ら
れ
て
く
る
。

　
こ
の
よ
う
に
五
世
紀
を
中
心
と
す
る
系
列
は
い
く
つ
か
存
在
は
す
る
け
れ
ど
も
、
系
列
の
数
と
そ
の
数
量
的
内
容
、
出
土
古
墳
の
状
況
か
ら

み
て
、
五
世
紀
の
特
に
中
葉
前
後
は
彷
事
事
生
産
の
下
降
期
で
あ
り
、
鏡
の
所
有
者
が
限
定
化
さ
れ
た
時
期
と
考
え
る
。

古墳時代彷製鏡の変遷とその特質（森下）

　
（
3
）
　
五
世
紀
後
葉
か
ら
六
世
紀
の
彷
製
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
爆
撃
波
文
か
ら
櫛
歯
文
を
主
体
と
す
る
外
区
文
様
へ
の
推
移
が
型
式
学
的
な
変
化
と
し
て
説
明
で
き
る
こ
と
を
先
に
述
べ
た
。
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
五
世
紀
後
葉
以
降
の
古
墳
か
ら
出
土
す
る
彷
耳
鏡
の
外
患
文
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
に
外
区
文
様
の
変
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新
た
な
系

列
群
が
統
一
的
な
外
区
文
様
を
も
っ
て
登
場
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
彷
製
鏡
の
大
き
な
画
期
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
鋸
鋸
波
文
を
も
っ
と
も
多
く
利
用
し
て
い
る
旋
回
式
獣
像
鏡
系
で
は
、
2
式
に
五
世
紀
末
を
降
ら
な
い
古
墳
の
出
土
例
が
い
く
つ
か
含
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
い
る
。
3
式
に
関
し
て
も
岡
山
・
四
ッ
塚
一
三
号
古
墳
B
主
体
、
滋
賀
・
雲
雀
山
古
墳
で
の
須
恵
器
と
の
共
闘
例
等
か
ら
五
〇
〇
年
前
後
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
。
旋
回
式
獣
像
鏡
系
1
・
2
式
と
3
式
の
大
部
分
は
、
五
世
紀
の
後
葉
を
中
心
と
し
、
六
世
紀
の
前
葉
に
若
干
か
か
る
時
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
⑳

に
納
ま
る
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
4
式
の
製
作
年
代
に
関
し
て
も
、
兵
庫
・
鬼
神
山
古
墳
例
な
ど
か
ら
六
世
紀
の
前
葉
を
浮
心
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

す
る
も
の
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
鋸
鋸
群
羊
の
用
い
ら
れ
た
時
期
は
ほ
ぼ
五
世
紀
後
葉
か
ら
六
世
紀
前
葉
ま
で
と
想
定
で
き
る
。
こ
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

は
他
の
系
列
で
も
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
、
乳
脚
文
鏡
系
で
は
鋸
鋸
単
文
を
用
い
た
例
を
も
つ
、
茨
城
・
上
野
古
墳
（
b
－
式
）
、
同
・
三
昧
塚

　
⑳

古
墳
（
c
1
式
）
は
、
五
世
紀
の
後
葉
か
ら
六
世
紀
の
前
葉
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
古
墳
で
あ
る
。
同
様
に
し
て
鋸
波
文
も
ほ
ぼ
平
行
す
る
時
期
に

あ
っ
た
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

・
櫛
歯
文
を
用
い
た
外
区
文
様
が
、
六
世
紀
を
中
心
と
す
る
こ
と
は
多
く
の
出
土
例
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
短
波
文
＋
界
圏
あ
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る
い
は
そ
の
省
略
形
と
な
る
櫛
波
櫛
文
と
、
単
に
櫛
隷
書
と
な
る
も
の
と
で
は
、
前
者
が
先
行
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
六
世
紀
前
半
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
・
採
血
は
警
山
津
照
建
古
恥
要
文
鏡
系
。
2
式
）
・
京
都
塞
安
馨
や
乳
嬰
鏡
系
a
2
式
）
・
京
都
・
桃
谷
食
紅
（
乳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

脚
文
鏡
系
。
2
式
）
、
福
岡
・
夫
婦
塚
一
号
墳
（
乳
脚
文
平
田
。
2
式
）
な
ど
か
ら
、
六
世
紀
中
葉
～
七
世
紀
前
葉
を
中
心
と
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
五
世
紀
後
葉
以
降
に
現
れ
る
系
列
の
外
区
文
様
は
、
ほ
ぼ
同
一
の
歩
み
を
進
め
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
系
列

は
、
中
子
を
必
要
と
す
る
鈴
鏡
の
鋳
造
に
も
成
功
し
て
お
り
、
比
較
的
高
度
な
技
術
を
共
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
製
作
者
は
同
一
か
、
す
く
な

く
と
も
互
い
に
密
接
な
関
連
を
も
つ
も
の
と
推
定
す
る
。
出
土
状
況
は
広
範
囲
に
比
較
的
均
一
に
分
布
す
る
の
が
特
徴
で
あ
り
、
彷
製
鏡
の
新

た
な
形
で
の
普
及
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
従
来
各
系
列
か
ら
鈴
の
つ
い
た
鏡
の
み
を
取
り
上
げ
、
そ
の
分
布
が
東
国
に
偏
る
こ
と
が
説
か
れ
て

い
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
編
年
に
基
づ
く
な
ら
こ
の
時
期
は
均
一
な
分
布
状
況
を
示
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
畿
内
に
旺
倒
的
に
中
心

を
も
つ
前
代
ま
で
と
は
異
な
る
状
況
で
あ
り
、
生
産
の
中
心
地
を
分
布
か
ら
見
い
だ
す
の
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
し
、
統
一
的
な
外
区
文
様
の

あ
り
方
や
鋳
造
技
術
か
ら
み
て
中
心
的
な
製
作
集
団
が
各
系
列
の
製
作
に
あ
た
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
二
丁
波
文
の
出
自
が
斜
縁
落
丁
鋸

文
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
引
続
き
畿
内
に
中
心
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
現
状
で
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
外
区
文
様
に
お
い
て
や
や
異
な
る
歩
み
を
進
め
た
も
の
と
考
え
る
交
互
式
神
獣
鏡
心
は
、
1
式
に
僅
か
に
鋸
鋸
波
文
を
用
い
た
例
が
あ
る
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

か
は
、
様
々
の
特
異
な
外
区
文
様
を
用
い
て
お
り
、
や
や
異
な
る
位
置
に
属
す
る
系
列
で
あ
る
。
年
代
は
福
岡
・
寿
命
王
塚
古
墳
、
奈
良
・
烏

　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

土
塚
古
墳
、
静
岡
・
暴
悪
ケ
谷
横
穴
、
奈
良
・
藤
ノ
木
古
墳
な
ど
の
出
土
例
か
ら
、
2
式
の
主
体
が
六
世
紀
中
葉
～
後
葉
に
あ
る
こ
と
は
確
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
あ
る
。
七
世
紀
初
頭
の
築
造
と
さ
れ
る
愛
媛
・
上
三
谷
一
号
墳
出
土
鏡
は
こ
の
系
列
の
末
期
型
式
と
み
ら
れ
、
同
時
に
彷
製
鏡
の
最
後
の
姿

の
一
つ
を
示
す
も
の
と
考
え
る
。

　
交
互
式
神
獣
鏡
系
を
含
め
て
、
六
世
紀
後
半
～
七
世
紀
初
頭
の
古
墳
か
ら
出
土
す
る
型
式
の
多
く
は
、
明
ら
か
に
各
々
の
系
列
に
お
い
て
省

略
を
進
め
た
結
果
の
盛
期
型
式
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
各
地
で
前
方
後
円
墳
が
築
か
れ
な
く
な
る
頃
に
ほ
ぼ
そ
の
製
作
を
停
止
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
古
墳
時
代
の
始
ま
り
と
と
も
に
登
場
し
た
索
痕
鏡
は
、
実
質
的
な
古
墳
時
代
の
終
末
と
と
も
に
そ
の
役
割
を
終
え
た
の
で
あ
る
。
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五
世
紀
後
葉
以
降
の
彷
製
鏡
は
残
存
的
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
け
れ
ど
も
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
に
新
た
な
普
及
を
遂
げ

た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
量
こ
そ
第
一
の
段
階
に
及
ば
な
い
も
の
の
、
旋
鳳
式
獣
像
鏡
系
を
は
じ
め
と
し
て
東
北
地
方
か
ら
九
州
南
部
に

い
た
る
広
範
な
分
布
圏
を
獲
得
し
て
い
る
。
特
に
四
世
紀
の
系
列
と
異
な
る
の
は
分
布
状
況
で
あ
り
、
畿
内
に
集
中
せ
ず
、
各
地
に
比
較
的
均

等
に
分
布
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
五
世
紀
後
葉
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
現
在
古
墳
時
代
の
大
き
な
画
期
と
し
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
政

治
体
制
の
変
革
と
結
び
つ
い
た
彷
製
鏡
の
生
産
体
制
の
変
革
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

古墳時代彷製鏡の変遷とその特質（森下）

　
（
4
）
　
鏡
の
様
式
的
な
変
遷

　
こ
こ
ま
で
の
検
討
か
ら
古
墳
時
代
彷
製
鏡
の
変
遷
に
つ
い
て
、
多
彩
な
外
区
文
様
を
も
つ
数
多
く
の
系
列
が
平
行
し
て
存
在
す
る
四
世
紀
を

中
心
と
す
る
段
階
、
鋸
駆
馳
文
や
鋸
波
文
に
港
区
文
様
の
統
一
化
が
進
む
と
同
時
に
小
型
化
、
系
列
の
減
少
な
ど
が
起
き
た
四
世
紀
末
か
ら
五

世
紀
中
葉
を
中
心
と
す
る
段
階
、
外
区
文
様
は
鋸
波
風
文
か
ら
の
変
形
、
省
略
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
を
ほ
ぼ
共
通
し
て
用
い
、
各
系

列
が
整
理
・
固
定
化
さ
れ
分
布
状
況
に
も
変
化
が
認
め
ら
れ
る
五
世
紀
後
葉
か
ら
六
世
紀
の
段
階
、
と
い
う
三
つ
の
段
階
と
し
て
理
解
で
き
る

こ
と
が
判
明
し
た
。

　
三
つ
の
段
階
は
、
同
時
期
に
用
い
ら
れ
た
中
国
鏡
あ
る
い
は
そ
れ
と
関
連
す
る
鏡
群
の
違
い
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
一
の
段
階

と
な
る
四
世
紀
の
古
墳
に
は
方
格
規
矩
四
神
鏡
や
内
行
花
文
鏡
な
ど
の
前
漢
末
～
後
漢
の
鏡
、
舞
文
帯
神
獣
鏡
な
ど
の
新
式
の
聖
母
や
特
殊
な

性
質
を
も
つ
三
角
縁
神
獣
鏡
鐙
、
様
々
な
種
類
の
中
国
鏡
が
副
葬
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
中
国
鏡
と
彷
製
鏡
の
関
連
は
密
接
で
あ
り
、
多

様
な
中
国
鏡
の
模
倣
、
変
形
を
も
と
に
各
種
の
系
列
が
製
作
さ
れ
て
い
る
。
複
数
の
鏡
式
の
中
国
鏡
を
組
み
合
わ
せ
て
一
つ
の
系
列
の
文
様
と

し
た
り
、
系
列
同
士
の
単
位
文
様
の
交
換
も
活
発
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
鏡
の
果
た
し
て
い
た
機
能
の
多
様
性
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
彷

製
品
の
製
作
は
多
様
性
を
拡
大
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
の
段
階
と
な
る
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
中
葉
の
古
墳
か
ら
は
、
双
頭
竜
文
鏡
、
方

格
丁
字
文
鏡
な
ど
小
型
品
が
目
だ
つ
よ
う
に
な
る
が
、
素
量
鏡
の
小
型
化
、
簡
素
化
と
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
る
要
素
と
考
え
る
。
第
三
の
段
階
の
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⑰

彷
製
鏡
は
、
小
林
行
雄
に
よ
っ
て
倭
の
整
磁
の
海
外
交
渉
と
関
連
づ
け
ら
れ
た
、
画
文
帯
神
獣
鏡
、
画
像
鏡
、
獣
帯
鏡
等
の
踏
み
返
し
鏡
と
同

時
期
に
登
場
し
、
そ
れ
ら
が
広
範
に
分
布
す
る
特
徴
と
重
な
り
合
う
。
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
総
意
鏡
の
各
系
列
が
整
理
、
編
成
し
直
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
中
国
鏡
（
踏
み
返
し
鏡
）
と
彷
製
鏡
が
相
互
に
補
完
し
て
新
た
な
秩
序
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

　
こ
う
し
た
対
応
は
三
つ
の
区
分
が
彷
製
鏡
の
み
な
ら
ず
、
古
墳
時
代
の
鏡
全
体
の
様
式
的
な
変
遷
と
し
て
総
合
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
古
墳
時
代
に
お
い
て
鏡
の
果
た
し
た
役
割
は
四
世
紀
を
頂
点
と
し
て
、
段
階
的
に
衰
微
し
て
い
っ
た
も
の
と
す
る
考
え
が
あ
る

け
れ
ど
も
、
以
上
の
よ
う
な
様
式
区
分
は
、
各
時
期
に
鏡
を
め
ぐ
る
異
な
る
方
向
の
運
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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①
　
年
代
観
の
詳
細
は
別
稿
で
細
か
く
触
れ
る
こ
と
に
し
、
本
稿
で
は
流
れ
の
記
述

　
に
と
ど
め
る
。
こ
こ
で
の
基
準
は
、
ま
ず
前
期
に
つ
い
て
は
西
暦
二
八
O
l
三
〇

　
〇
年
を
古
墳
時
代
の
始
ま
り
と
し
、
さ
ら
に
四
世
紀
を
細
区
分
し
た
都
出
比
呂
志

　
の
案
を
参
考
と
し
、
後
期
に
つ
い
て
は
田
辺
昭
三
の
須
恵
器
編
年
を
基
に
埼
玉
・

　
稲
荷
山
古
墳
の
墳
丘
出
土
の
T
K
四
七
式
の
須
恵
器
が
同
古
墳
礫
榔
出
土
鉄
剣
銘

　
の
「
辛
亥
年
」
1
1
西
暦
四
七
一
年
に
重
な
る
も
の
と
し
、
M
T
一
五
式
を
六
世
紀

　
前
葉
と
す
る
見
解
に
立
つ
。
都
出
比
呂
志
「
前
期
古
墳
の
新
古
と
年
代
論
」
（
『
考

　
古
学
雑
誌
』
第
六
七
巻
第
四
号
　
一
九
八
二
年
）
＝
九
－
一
ニ
ニ
頁
。
同
「
前

　
方
後
円
墳
出
現
期
の
社
会
」
（
『
考
古
学
研
究
駈
第
二
六
巻
第
三
号
　
一
九
七
九
年
）

　
一
七
－
三
四
頁
。
田
辺
昭
三
『
須
恵
器
大
成
』
（
一
九
八
一
年
）
。

②
　
都
出
比
呂
志
編
『
雪
野
山
古
墳
』
（
雪
野
山
古
墳
発
掘
調
査
団
　
一
九
九
〇
年
）
。

　
北
條
芳
隆
「
腕
輪
形
石
製
品
の
成
立
」
（
『
待
兼
山
論
叢
』
史
学
篇
第
二
四
号
　
　

　
九
九
〇
年
）
七
三
一
九
六
頁
。

③
　
小
林
行
雄
「
紫
金
山
古
墳
の
調
査
」
（
『
大
阪
府
の
文
化
財
』
一
九
六
二
年
）
六

　
五
一
六
六
百
ハ
。

④
田
中
琢
『
鐸
剣
鏡
』
（
前
掲
）
一
〇
七
頁
。

⑤
梅
原
末
治
『
安
土
瓢
箪
山
古
墳
』
（
『
滋
賀
県
史
跡
調
査
報
告
』
第
七
冊
一
九

　
三
八
年
）
。

⑥
　
た
と
え
ば
a
1
式
の
出
土
古
墳
の
中
に
は
、
後
円
部
に
長
持
形
石
棺
の
祖
形
的

　
な
石
棺
を
用
い
四
世
紀
で
も
新
し
い
段
階
に
属
す
る
京
都
・
妙
見
山
古
墳
の
前
方

　
都
粘
土
榔
か
ら
の
出
土
例
が
含
ま
れ
て
い
る
。
梅
原
末
治
「
向
日
町
妙
見
山
古

　
墳
」
（
『
山
域
に
お
け
る
古
式
古
墳
の
調
査
』
京
都
府
文
化
財
調
査
報
告
第
二
一
冊

　
一
九
五
五
年
）
西
八
…
七
三
頁
。

⑦
中
村
春
寿
・
上
田
宏
範
『
桜
井
茶
臼
山
古
墳
附
櫛
山
古
墳
』
（
『
奈
良
県
史
跡

　
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
』
第
一
九
冊
　
一
九
六
一
年
）
。

⑧
　
木
村
泰
彦
「
左
京
第
一
七
六
次
（
7
A
N
」
Z
S
地
区
）
調
査
既
報
」
（
『
長
岡

　
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
年
報
』
一
九
八
九
年
）
八
六
－
八
九
頁
。

⑨
　
太
宰
府
市
教
育
委
員
会
「
宮
ノ
本
遺
跡
」
（
『
太
宰
府
町
の
文
化
財
』
第
三
集

　
｝
九
八
○
年
）
。

⑩
　
な
お
珠
文
鏡
系
で
一
・
2
式
の
特
徴
と
し
た
一
列
の
珠
文
を
も
つ
も
の
の
中
に

　
は
、
六
世
紀
に
降
る
異
な
る
系
統
の
も
の
が
あ
る
が
、
区
別
は
可
能
で
あ
る
。
資

　
料
の
増
加
を
待
っ
て
、
A
系
、
B
系
と
し
て
区
励
し
た
い
。
た
と
え
ば
福
島
・
中

　
田
横
穴
出
土
鏡
。
馬
目
順
一
編
『
中
田
装
飾
横
穴
』
（
『
い
わ
き
市
史
』
別
巻
　
一

　
九
七
一
年
）
。



古墳時代彷製鏡の変遷とその特質（森下）

⑪
原
田
大
六
「
十
七
号
遺
跡
の
遣
物
」
（
前
掲
）
。

⑫
梅
原
末
治
「
備
前
和
気
郡
鶴
山
丸
山
古
墳
」
（
『
日
本
古
文
化
研
究
所
報
告
』
第

　
九
　
近
畿
地
方
古
墳
墓
の
調
査
三
　
一
九
三
入
年
）
三
〇
1
五
二
頁
。

⑬
　
梅
原
末
治
「
肥
前
玉
島
村
谷
口
の
古
墳
」
（
『
佐
賀
県
文
化
財
調
査
報
告
』
第
二

　
集
　
一
九
五
三
年
）
。

⑭
　
椥
沢
｝
男
・
杉
山
富
雄
『
鋤
崎
古
墳
』
（
『
福
岡
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
一

　
一
二
集
　
一
九
八
四
年
）
。

⑯
　
田
中
琢
『
鐸
剣
鏡
』
（
前
掲
）
　
～
〇
七
頁
。
同
『
古
鏡
』
日
本
の
原
始
美
術
八

　
（
前
掲
）
六
八
i
六
九
頁
。
同
『
古
鏡
隔
日
本
の
美
術
一
七
八
（
前
掲
）
二
八
－

　
二
九
頁
。
同
「
万
善
規
矩
四
神
幽
境
倭
鏡
分
類
試
論
」
（
前
掲
）
。

⑯
福
永
伸
哉
は
難
曲
形
態
の
検
討
か
ら
、
三
角
縁
神
獣
鏡
系
の
彷
製
出
製
作
工
人

　
と
、
こ
こ
で
肥
壷
双
胴
神
鏡
系
、
方
格
規
矩
四
神
鏡
系
、
獣
行
花
文
鏡
系
と
し
た

　
彷
製
鏡
の
工
人
を
別
系
統
と
説
き
、
製
作
開
始
時
期
に
つ
い
て
も
後
者
が
先
行
し

　
た
可
能
性
を
考
え
る
。
福
永
伸
哉
コ
ニ
角
縁
神
獣
鏡
の
系
譜
と
性
格
」
（
『
考
古
学

　
研
究
』
窮
三
一
巻
第
一
号
　
…
九
九
一
年
）
三
五
一
五
八
頁
。

⑰
　
防
雲
鏡
の
製
作
開
始
暗
期
に
つ
い
て
は
、
四
匹
の
獣
を
表
し
た
彷
雲
鏡
を
出
土

　
し
た
京
都
府
芝
ケ
原
古
墳
に
お
い
て
庄
内
式
土
器
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
古
墳

　
出
現
期
と
同
時
期
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
遡
ら
せ
よ
う
と
す
る
議
論
が
起
き
た
。

　
芝
ケ
原
鏡
に
関
し
て
は
い
ま
同
系
列
の
資
料
を
見
い
だ
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
後
へ

　
の
展
開
は
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
芝
ケ
原
鏡
の
外
区
の
鋸
波
鋸
鮫
は
、
非
常
に
鋸

　
歯
文
が
細
か
く
、
こ
こ
で
い
う
斜
縁
鋸
波
鋸
文
と
同
列
に
は
扱
え
な
い
。
今
後
の

　
資
料
の
蓄
積
を
待
ち
た
い
。
川
蝉
公
敏
・
近
藤
義
行
『
芝
ケ
原
古
墳
』
城
陽
市
埋

　
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
六
集
　
一
九
八
七
年
）
。
都
出
比
呂
志
「
埴
輪
編
年

　
と
前
期
古
墳
の
新
古
」
（
小
野
山
節
編
『
王
陵
の
比
較
研
究
』
　
一
九
入
一
年
）
三

　
五
一
経
穴
頁
。
同
「
前
期
古
墳
と
鏡
」
（
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ

　
…
編
『
謎
の
鏡
－
卑
弥
呼
の
鏡
と
景
初
四
年
銘
鏡
』
一
九
八
九
年
）
二
三
－
五
七

　
頁
。

⑱
梅
原
末
治
『
久
津
川
古
墳
研
究
』
（
一
九
二
〇
年
）
。

⑲
　
梅
原
末
治
「
玉
名
郡
江
田
船
山
古
墳
調
査
報
告
」
（
『
熊
本
県
史
跡
名
勝
天
然
記

　
念
物
調
査
報
省
』
第
一
冊
　
一
九
二
二
年
）
。
小
田
番
士
雄
「
「
江
田
船
山
古
墳
出

　
土
」
彷
製
鏡
の
異
同
に
つ
い
て
」
（
『
肥
後
考
古
』
第
三
号
　
一
九
入
三
年
）
四
一

　
－
四
四
頁
。

⑳
　
前
章
・
i
で
取
り
上
げ
た
変
形
巴
波
鋸
文
a
種
お
よ
び
b
種
は
五
世
紀
後
葉
に
僚

　
置
づ
け
ら
れ
る
。

⑳
　
近
藤
義
郎
「
四
つ
塚
第
一
三
号
墳
の
発
掘
」
（
『
蒜
山
原
』
一
九
五
四
年
）
七
〇

　
i
一
三
五
頁
。

⑫
　
直
木
孝
次
郎
『
滋
賀
県
菓
浅
井
郡
湯
田
村
雲
雀
山
古
墳
調
査
報
信
』
（
『
大
阪
市

　
立
大
学
文
学
部
歴
史
学
教
室
紀
要
』
第
一
柵
　
一
九
五
三
年
）
。

⑭
　
是
川
長
『
鬼
神
山
古
墳
隠
（
『
神
戸
市
文
化
財
調
査
報
告
』
九
　
～
九
六
七
年
）
。

⑳
福
岡
・
七
夕
池
古
墳
出
土
の
内
職
花
文
鏡
系
彷
製
鏡
の
漁
区
は
鋸
鋸
波
文
で
あ

　
り
、
埋
葬
施
設
構
造
や
琴
柱
形
石
製
品
の
出
土
か
ら
与
え
ら
れ
る
五
世
紀
前
葉
の

　
年
代
は
、
鋸
鋸
波
文
を
も
つ
も
の
と
し
て
は
も
っ
と
も
古
い
例
で
あ
る
。
た
だ
し
、

　
こ
の
資
料
に
は
、
初
期
の
鋸
鋸
舞
文
と
必
ず
組
に
し
て
用
い
ら
れ
た
麗
日
が
な
く
、

　
別
系
統
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
文
様
構
成
の
可
能
性
が
あ
る
。
上
野
精
志
『
七
夕
池

　
遺
跡
群
』
（
一
九
七
五
年
）
。

⑯
　
松
尾
昌
彦
・
滝
沢
誠
「
上
野
古
墳
出
土
遺
物
の
再
検
討
」
（
閑
．
関
城
町
史
』
一
九

　
八
入
年
）
　
一
六
三
一
一
七
五
百
ハ
。

⑯
　
斉
藤
忠
・
大
塚
初
重
他
『
三
昧
塚
古
墳
』
（
一
九
六
〇
年
）
。

⑳
　
愛
知
・
志
段
味
大
塚
古
墳
と
三
重
・
泊
古
墳
出
土
の
渦
巻
状
の
文
様
を
も
つ
彷

　
歯
鏡
（
岡
箔
）
、
巴
形
の
文
様
を
も
つ
愛
知
・
松
が
洞
第
八
号
墳
出
土
鏡
は
、
共

　
伴
遺
物
か
ら
み
る
と
五
世
紀
を
降
ら
な
い
が
、
外
区
に
は
す
で
に
櫛
歯
文
を
採
用

　
し
て
い
る
。
鋸
磁
波
文
か
ら
櫛
歯
文
主
体
の
漁
区
文
様
へ
の
変
化
は
、
出
土
古
墳

　
の
年
代
を
検
討
す
る
と
か
な
り
早
い
速
度
で
継
起
的
に
進
め
ら
れ
、
各
外
区
文
様

　
の
重
複
期
闘
も
｝
定
以
上
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
久
永
春
男
・
照
中
稔
他
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『
守
山
の
古
墳
』
（
一
九
六
三
年
）
。

⑱
　
島
田
貞
彦
「
近
江
国
坂
田
郡
能
登
瀬
の
古
墳
」
（
『
歴
史
と
地
理
』
第
一
五
巻
第

　
三
号
　
一
九
二
五
年
）
六
四
－
八
二
頁
。

⑳
杉
原
和
雄
他
『
福
知
山
高
校
資
料
室
収
蔵
品
目
録
t
考
古
資
料
編
1
』
（
一
九
八

　
九
年
）
。

⑳
　
樋
口
隆
康
「
峰
山
桃
谷
古
墳
」
（
『
京
都
府
文
化
財
調
査
報
告
』
第
一
一
二
柵
　
一

　
九
六
〇
年
）
五
三
－
八
三
頁
。

＠
塩
屋
勝
利
蝿
夫
婦
塚
古
墳
陣
（
『
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
』
第
五
一

　
集
　
一
九
八
○
年
）
。

⑫
　
梅
原
末
治
・
小
林
行
雄
『
筑
前
国
嘉
穂
郡
寿
命
王
塚
装
飾
古
墳
』
（
『
京
都
帝
国

　
大
学
文
学
部
研
究
報
告
』
第
一
五
冊
　
一
九
四
〇
年
）
。

⑳
　
伊
達
宗
泰
・
岡
幸
二
郎
・
菅
谷
文
則
『
鳥
笛
塚
古
墳
』
（
『
奈
良
県
史
跡
名
勝
天

　
然
記
念
物
調
査
報
告
』
第
二
七
冊
　
一
九
七
二
年
）
。

⑭
　
向
坂
鋼
二
他
『
掛
川
市
宇
洞
ケ
谷
横
穴
墳
発
掘
調
査
報
告
』
（
『
静
岡
県
文
化
財

　
調
査
報
告
拙
第
一
〇
集
　
一
九
七
一
年
）
。
向
坂
は
こ
の
系
列
の
存
在
を
指
摘
し
、

　
そ
の
起
源
が
踏
み
返
し
鏡
の
画
文
帯
仏
獣
鏡
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

面
　
橿
原
考
古
学
研
究
所
編
『
斑
鳩
藤
ノ
木
古
墳
概
報
』
（
一
九
八
九
年
）
。

⑯
　
谷
若
倫
郎
『
上
三
谷
古
墳
群
H
』
（
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
『
県
営

　
圃
場
整
備
事
業
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
一
九
八
八
年
）
。

⑳
　
小
林
行
雄
「
倭
の
五
王
の
晦
代
」
（
『
日
本
書
紀
研
究
』
第
一
一
冊
　
一
九
六
六
年

　
『
古
墳
文
化
論
考
』
（
前
掲
）
所
収
）
。
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四
　
古
墳
時
代
彷
製
鏡
の
変
遷
と
そ
の
特
質

　
内
事
文
様
の
分
類
に
よ
る
系
列
の
設
定
と
、
管
区
文
様
の
分
析
を
中
心
と
し
た
系
列
間
関
係
の
復
原
に
よ
っ
て
、
古
墳
時
代
彷
製
本
全
体
の

編
年
を
作
成
し
、
様
式
的
な
変
遷
観
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
生
産
体
制
の
一
端
に
つ
い
て
も
考
察
を
進
め
た
。
最
後
に
彷
製
鏡
の
変
遷

の
特
色
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
ま
と
め
て
結
論
と
し
た
い
。

　
一
見
多
種
多
様
に
み
え
る
彷
製
革
に
も
、
一
つ
の
内
報
文
様
を
継
承
し
て
ゆ
く
系
列
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
彷
擬
勢
の
文
様
の
多

様
性
は
そ
う
し
た
系
列
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
と
、
各
系
列
内
で
省
略
化
、
変
形
が
急
速
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
中
に
は
外
区
文
様
の
変
化
を
中
心
と
し
て
文
様
に
つ
な
が
り
を
も
つ
、
主
体
と
な
る
系
列
群
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
こ
の
中
心
と
な

る
系
列
群
に
お
い
て
は
す
く
な
く
と
も
二
度
に
わ
た
る
系
列
群
の
交
代
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
紡
製
鏡
の
よ
う
に
一
つ
の
系
列
内
で
の
変
化
が
基
本
的
に
退
化
、
簡
略
化
と
と
ら
え
ら
れ
る
点
は
古
墳
時
代
の
金
属
器
、
例
え
ば
装
飾
付
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
②

刀
な
ど
と
共
通
す
る
特
徴
と
認
め
ら
れ
る
。
一
方
甲
冑
な
ど
で
は
、
製
作
技
術
の
簡
略
化
と
い
う
側
面
も
あ
る
が
、
現
実
に
根
ざ
し
た
需
要
に
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③

し
た
が
っ
て
次
々
と
改
良
と
技
術
革
新
が
導
入
さ
れ
て
い
っ
た
進
行
型
の
生
産
の
変
遷
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
両
者
の
差
は
、
基
本
的
に

は
祭
器
や
儀
器
と
実
用
品
と
の
間
の
用
途
の
違
い
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
な
ん
ら
か
の
生
産
形
態
の
違
い
を
も
問
題
に
で
き
る
余
地
が
あ

る
。　

彷
翼
鏡
の
各
系
列
に
お
け
る
変
化
は
、
主
と
し
て
一
つ
の
工
房
内
あ
る
い
は
工
人
集
団
内
で
文
様
が
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
中
で
の
経
年
的

な
変
化
と
考
え
る
が
、
文
様
の
継
続
性
は
き
わ
め
て
薄
い
。
す
く
な
く
と
も
当
初
は
人
や
獣
と
し
て
そ
の
姿
が
理
解
さ
れ
て
描
か
れ
た
こ
と
の

窺
わ
れ
る
図
像
が
、
次
の
段
階
に
お
い
て
は
単
な
る
渦
巻
や
頭
部
を
失
っ
た
異
様
な
図
像
へ
と
容
易
に
化
し
て
し
ま
う
。
中
国
の
思
想
に
沿
っ

た
神
像
や
獣
像
の
表
現
を
保
ち
得
な
い
の
は
当
然
と
し
て
も
、
人
物
、
動
物
と
い
っ
た
図
像
の
基
本
的
な
知
識
が
継
続
さ
れ
な
か
っ
た
面
に
は
、

工
人
間
の
知
識
の
維
持
・
伝
達
方
式
、
引
い
て
は
生
産
状
況
自
体
に
断
続
的
な
面
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
す
る
。
そ
こ
に
初
期
の
生
産
組
織
の

一
つ
の
類
型
を
抽
出
し
う
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
う
し
た
退
化
の
過
程
は
各
系
列
に
個
別
的
な
も
の
で
あ
り
、
彷
投
影
全
体
で
は
多
数
の
系
列
が
生
起

と
消
滅
を
繰
り
返
し
、
結
果
と
し
て
、
ほ
ぼ
古
墳
時
代
全
期
を
覆
う
長
期
に
わ
た
っ
て
生
産
が
存
続
し
え
た
点
で
あ
る
。
四
世
紀
に
お
そ
ら
く

一
部
は
鏡
と
同
等
の
機
能
を
共
有
し
、
祭
器
や
儀
器
と
し
て
用
い
ら
れ
た
他
の
各
種
の
製
品
が
五
世
紀
以
降
に
姿
を
消
す
様
と
対
比
で
き
る
三

下
で
あ
る
。
継
続
を
支
え
た
一
方
に
は
生
産
組
織
を
強
力
に
支
え
た
勢
力
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
鏡
に
対
す
る
幅
広
い
需
要
、
そ

の
開
始
と
終
末
が
前
方
後
円
墳
の
存
続
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
古
墳
時
代
の
社
会
的
特
質
と
結
び
つ
い
た
需
要
と
、
こ
れ
ま
で

そ
の
存
在
の
注
意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
す
く
な
く
と
も
二
度
に
わ
た
る
変
革
の
果
た
し
た
役
割
も
大
き
い
と
思
う
。
そ
れ
は
中
国
鏡
の
変
化

や
流
通
状
況
の
変
化
と
も
つ
な
が
り
、
お
そ
ら
く
は
鏡
の
も
つ
意
味
そ
の
も
の
の
変
化
で
あ
ろ
う
。
古
墳
時
代
の
よ
う
な
社
会
的
な
変
化
が
急

速
に
進
行
し
た
時
代
の
中
で
の
継
続
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
社
会
の
様
々
な
需
要
に
あ
わ
せ
て
自
ら
の
も
つ
意
味
を
分
化
・
変
容
で
き
た
点

に
あ
る
と
考
え
る
。
鏡
は
道
具
と
し
て
の
現
実
的
・
機
能
的
な
制
約
が
少
な
い
た
め
そ
の
価
値
は
人
の
与
え
る
意
義
づ
け
に
ほ
と
ん
ど
依
拠
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
文
様
の
変
更
を
媒
介
と
し
て
新
た
な
価
値
を
容
易
に
生
み
出
す
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
り
、
政
治
的
な
象
徴
、
祭
祀
用
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品
あ
る
い
は
単
な
る
貴
重
品
な
ど
、
様
々
な
利
用
目
的
に
幅
広
く
対
応
で
き
る
。
こ
う
し
た
加
工
の
可
能
な
点
に
こ
そ
、
多
彩
な
彷
製
鏡
が
大

量
に
生
産
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
単
な
る
中
国
鏡
の
不
足
を
お
ぎ
な
う
代
用
品
と
い
っ
た
説
明
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
積
極
的
な
理
由
を
求
め

た
い
。
日
本
の
古
代
社
会
を
特
徴
づ
け
る
鏡
の
盛
行
の
理
由
の
一
面
を
、
彷
二
黒
の
変
遷
に
も
っ
と
も
端
的
に
表
れ
た
、
鏡
の
多
義
性
と
可
変

性
と
に
見
い
だ
し
た
い
。

①
　
和
田
晴
吾
「
金
属
器
の
生
産
と
流
通
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
考
古
学
』
3
生
産
と

　
流
通
　
　
一
九
入
六
届
†
）
二
六
～
ニ
ー
三
〇
三
百
ハ
。

②
　
新
納
泉
「
単
竜
・
単
三
環
頭
大
刀
の
編
年
」
（
『
史
林
』
六
五
巻
四
号
　
一
九
八

　
二
年
）
一
一
〇
一
｝
四
一
頁
。
穴
沢
味
光
「
日
本
に
お
け
る
龍
鳳
環
頭
大
刀
の
製

　
作
と
配
布
1
｝
つ
の
試
論
一
」
（
『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
六
六
　
一
九
八
六
年
）

　
一
六
i
二
二
百
ハ
。

③
　
野
上
丈
助
「
古
墳
瞼
代
に
お
け
る
甲
留
の
変
遷
と
そ
の
技
術
史
的
意
義
」
（
『
考

　
古
学
研
引
究
』
第
一
四
巻
第
四
碧
　
　
一
九
六
衰
年
）
　
一
連
ー
四
三
頁
。
　
小
林
謙
一

　
「
甲
霧
製
作
技
術
の
変
遷
と
工
人
の
系
統
」
（
上
）
（
『
考
古
学
研
究
』
第
二
〇
巻
第

　
四
号
　
一
九
七
四
年
）
四
八
一
六
八
頁
。
岡
（
下
）
（
『
考
古
学
研
究
』
第
　
＝
巻

　
第
二
男
　
一
九
七
四
年
）
三
七
一
四
九
頁
。
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〔
謝
辞
〕
　
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
小
野
山
節
先
生
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
稿
が
成
る
ま
で
に
、
小
野
山
先
生
を
は
じ
め
、
岡
村
秀
典
、
高
橋

克
認
両
氏
に
多
大
な
る
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。
和
田
罪
証
、
清
水
芳
裕
、
菱
田
哲
郎
、
千
葉
豊
の
各
氏
か
ら
は
暖
か
い
励
ま
し
の
嘗
葉
と
適
切
な

助
言
を
い
た
だ
き
、
山
中
一
郎
先
生
、
藤
澤
彰
子
氏
を
は
じ
め
と
す
る
京
都
大
学
考
古
学
研
究
室
、
京
都
大
学
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
諸
兄
に
は
日
頃

よ
り
多
く
の
恩
恵
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、
資
料
調
査
に
当
た
っ
て
は
左
記
の
諸
氏
、
諸
機
関
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
様
々
な
御
教
示
を
得
ま
し
た
。
末
筆

な
が
ら
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

赤
沢
　
　
威
・
赤
塚
　
弘
美
・
阿
久
津
　
久
・
石
川
　
悦
雄
・
石
川
日
出
志
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内
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隆
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近
江
　
昌
司
・
岡
内
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眞
・
岡
本
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加
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修

亀
井
　
明
徳
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村
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瓦
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保
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田
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田
崎
　
博
之
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田
中
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角
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行
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教
史
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俊
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西
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克
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樋
口
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・
日
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孝
治
・
福
永
伸
哉
・
北
條
芳
隆
・
前
田
洋
子
・
溝
口
孝
司
・
向
坂
鋼
二
・
森
　

陽
子
・
山
内
　
一
郎

宮
崎
県
総
合
博
物
館
・
西
都
原
資
料
館
・
前
原
町
教
育
委
員
会
・
伊
都
歴
史
資
料
館
・
九
州
歴
史
資
料
館
・
福
岡
県
立
糸
島
高
等
学
校
郷
土
博
物
館
・
九
州
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学
文
学
部
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学
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理
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考
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・
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古
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古
墳
発
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調
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近
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記
の
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資
料
館
・
南
濃
小
学
校
・
浜
松
市
博
物
館
・
磐
田
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
・
東
京
大
学
総
合
研

究
資
料
館
・
明
治
大
学
考
古
学
博
物
館
・
國
學
院
大
学
考
古
学
資
料
館
・
埼
玉
県
立
博
物
館
・
上
総
博
物
館
・
茨
城
県
歴
史
館
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離
塁
　
　
1

出
土
地
不
明
二
五
・
四
㎝

奈
良
・
佐
味
田
貝
吹
古
墳
二
二
・
八
㎝

（
伝
）
京
都
府
南
部
　
一
七
・
二
㎝

福
岡
・
沖
ノ
島
一
七
号
遺
跡
二
一
一
∵
七
㎝

岐
阜
・
舟
木
山
二
七
号
墳
一
五
・
二
㎝

山承

s
・
吐
師
七
ツ
塚
ム
自
傭
ハ
　
…
三
．
六
㎝

京
都
・
藤
原
稲
荷
古
墳
（
伝
）
二
五
・
九
㎝

京
都
・
温
江
丸
山
古
墳
二
八
．
八
㎝

福
岡
・
沖
ノ
島
一
七
号
遺
跡
　
～
七
・
八
C
m

岡
山
・
鶴
山
丸
山
古
墳
（
伝
）
二
一
一
・
○
㎝

出
土
地
不
明
　
…
七
・
四
㎝

鳥
取
・
重
枝
古
墳
一
五
・
七
㎝

群
馬
・
天
神
山
古
墳
　
…
三
・
二
㎝

出
土
地
不
明
　
一
二
・
三
㎝

京
都
・
稲
荷
山
三
の
峯
一
三
。
二
㎝

岐
阜
・
前
山
古
墳
一
｝
・
七
㎝

京
都
・
愛
宕
山
古
墳
　
一
〇
二
尊

天
理
参
考
館
蔵

橿
原
考
古
学
研
究
所
『
馬
見
丘
陵
の
古
墳
』
（
一
九
八
八
年
）
二
〇
頁
下
図

高
橋
美
久
二
編
『
鏡
と
古
墳
』
（
一
九
八
七
年
）
二
二
一

宗
像
神
社
復
興
期
成
会
『
続
　
沖
ノ
島
』
（
一
九
六
一
年
）
図
版
第
二
七

楢
崎
彰
一
編
『
岐
阜
市
史
』
史
料
編
考
古
・
文
化
財
（
一
九
七
九
年
）
図
版
九
八

京
都
大
学
文
学
部
博
物
館
蔵

天
理
参
考
豊
麗

京
都
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
保
管

宗
像
神
社
復
興
期
成
会
『
続
　
沖
ノ
島
』
（
前
掲
）
下
版
第
一
一
三
下

田
・
甲
琢
…
『
鯉
押
剣
鏡
』
日
・
本
原
…
始
美
加
備
エ
日
系
四
　
　
識
…
談
社
（
一
九
七
七
年
）
　
一
六
二
図

梅
原
末
治
『
欧
米
に
お
け
る
支
那
古
鏡
』
（
一
九
三
一
年
）
図
版
第
八
五
上

田
単
信
『
古
鏡
』
日
本
の
美
術
一
七
八
（
一
九
八
一
）
第
四
一
図

京
都
国
立
博
物
本
編
『
日
本
の
黎
明
』
（
一
九
七
九
年
）

樋
口
隆
康
『
古
鏡
』
（
一
九
七
九
年
）
三
六
六
図

高
橋
美
久
二
編
『
鏡
と
古
墳
』
（
一
九
八
七
年
）
二
五
四
図

田
中
琢
『
鐸
剣
鏡
』
（
前
掲
）
二
〇
一
図

奥
村
清
一
郎
『
愛
宕
山
古
墳
発
掘
調
査
警
報
』
（
『
京
北
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
』
2
集

一
九
八
三
年
）
図
版
第
一
二
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愛
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∵
栗
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墳
一
｝
・
八
㎝

京
都
・
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山
古
墳
　
二
・
○
㎝

京
都
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古墳時代彷製鏡の変遷とその特質（森下）
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The　Transformation　of　Japanese－made　mirrors

　　　　　　　彷製鏡in　the　Kofun古墳Period

by

MORIsHITA　Shoji

　　It　is　a　distinct　feature　of　the　Yayoi弥生and　Kofun古墳Period　that

various　Japanese－made　mirrors　had　been　manufactured　taking　mirrors

imported　from　China　as　prototypes．　This　can　be　an　important　clue　to

the　understandiRg　of　the　society　of　that　time．　But　basic　research　needed

is　inadequate．　ln　particular，　the　chronology　of　Japanese－made　mirrors

in　Kofun　period　has　not　been　setlled．

　　In　this　paper，　1　aimed　to　establish　the　chronology　of　Japanese－made

mirrors　in　the　Kofun　Period．　First，　1　classified　the　mirrors　into　27　principal

types　based　on　the　decoration　of　the　central　sections（内区文様）．　Second，

by　comparing　the　decoration　of　the　peripheral　sections（外区文様）

corresponding　to　each　type，　1　showed　that　various　types　had　changed

in　accordance　with　the　transformation　of　peripheral　sections　in　common．

1　further　set　forth　three　stages　of　Japanese－made　mirrors　based　on　the

tumulus　chronology，　and　sbowed　that　the　transformation　paralleiled　the

change　in　its　distribution　and　in　its　imported　mirrors　assembiages．

This　new　modei　of　the　transformation　shows　that　mirrors　had　various

functions　corresponding　to　the　variety　of　types，　and　these　functions

changed　in　the　course　of　time．　This　points　to　an　answer　to　the　question

why　mirrors　were　in　fashion　in　ancient　Japanese　society．

（946）




